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序

本書は、宝満山の西麓の大字内山で行われた文化財調査報告書です。

調査地は太宰府市の北東、宝満山の西麓に位置します。宝満山は古来より信仰の山

として知られていますが、近年は絶好の展望地点として登山客で賑わっています。

今回の調査では、石組みの基壇を伴う平安時代の礎石建ち建物跡が見っかり、宝満

山が全盛だった大山寺(有智山寺)の堂舎のひとつと考えられ、 宝満山の歴史を知る

上で貴重な所見を得ることが出来ました。現在歴史と自然が詰まった宝満山は、保存

に向けた準備を進めており、今回の発見は、その動きを後押しするものとなっていま

す。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、広く活用さ

れ、ひいては文化財愛護の精神が高揚することを心より願っております。

最後になりましたが、本調査に対しご理解ご協力いただきました、関係各位ならび

に諸機関の方々に心からお礼申し上げます。

平成 24年 12月

太宰府市教育委員会

教育長闘敏治



例言

1.本書は太宰府市大字内山で行われた宝満山遺跡群の文化財調査報告書である。

2. 遺構の実測には、国土調査法第E座標系を利用した。 したがって本書に示される方位は特に注記

のない限り G.N. (座標北)を示し、本文中に記される遺構の角度もこれを基準としたものである。

3.調査対象地の表土除去および埋め戻しは岡松田造園土木に委託した。

4. 遺構の実測及び写真撮影は山村、宮崎が行った。

5. 遺構全体図のデジタルトレースは、瀬戸口みな子、市川晴美、中原順子、宮崎が行った。

6. 遺構の空中写真撮影は岡空中写真企画(代表諌山広宣)が行った。

7. 出土した鉄製品の保存処理は(欄タクトが行った。

8. 遺物の実測は、福井円、吉富千春、今岡一恵、山村、宮崎が行った。

9. 表入力・写真整理は瀬戸口みな子、市川晴美が行った。

10.遺物の整理接合・復元作業は馬場由美、住山景子、末永亜由子が行った。

11.遺物の写真撮影は同文化財写真工房(代表岡紀久夫)が行った。

12. 図の浄書は、福井円、吉富千春、今岡一恵、山村、宮崎が行った。

13.本書に用いた分類は以下のとおり 。

須恵器・・....~宮ノ本遺跡 H 窯跡篇一~ (太宰府市の文化財第 10集) 1992 

陶磁器・・・・・・『大宰府条坊跡xv 一陶磁器分類一~ (太宰府市の文化財第 49集)2000 

土器・・・・・・・・『大宰府条坊跡lU(太宰府市の文化財第 7集) 1983 

瓦 ・・ ・・・・・・『宝満山遺跡群 4~ (太宰府市の文化財第 79集)2005 

14.執筆は第 42次調査を宮崎、第 43次調査を山村、編集は宮崎が担当した。
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I、遺跡の位置と歴史

太宰府市は、北に四王寺山、北東に宝満山、南に脊振山地東端の天拝山に囲まれ、さながら盆地的な

様相を示している。これらの山々が途切れている北西に福岡平野が、南東に筑後平野が広がっている。

二つの平野には弥生から古墳時代にかけての遺跡が多く存在し、その勢力に挟まれた太宰府には、弥

生から古墳時代にかけての集落や古墳が造られるものの、大規模といえるものは少ない。

古代になると大宰府政庁が置かれ、政庁の博多側には水城跡の土塁が築造されたほか、大野城 ・基鼎

城 ・阿志岐城などの古代山城が周囲の山々に築造されるなど、いわゆる羅城を形成していたと考えられ

る。大宰府政庁の前面には、いわゆる大宰府条坊と呼ばれる都市が整備された。その規模は南北 22条、

東西 12坊におよび、南辺部は筑紫野市まで広がっている。

今回の調査地である宝満山は大宰府政庁の北東に位置し、標高 829m の山頂からは福岡平野や筑後平

野を一望でき、遠く雲仙岳を望むこともできる。この山は信仰の山に相応しく美しい円錐形をしていて、

古くは御笠山や竃門山とも呼称された。

宝満山が最初に登場するのは天智天皇の時代で、大宰府の鬼門除けのために宝満山頂に八百万神を杷

ったといわれている(~竃門山 i日 記j]) 。 天武 2 (673)年には僧心蓮が山中で修行中に玉依姫が示現し、

これに感嘆した心蓮が奏聞し、上宮を建てたとしている(~竃門山宝満宮伝記j] ~竃門山旧記j]) 0 7世紀

代の遺物については内山下宮地区、東院谷や辛野地区などで確認されているが、その量は僅かである。

奈良時代になると、辛野地区や山頂南東斜面、大南窟など山中各所で祭杷遺物や製塩土器がまとまっ

て出土し始める。 特に山頂の崖下からは 8~9世紀の皇朝銭や奈良三彩などの祭杷遺物が出土しており、

遣唐使派遣の安全祈願など、の国家的祭把を行ったと推測される。その後も山頂付近での祭悶は出土遺物

から 12世紀まで行われたと考えられる。

平安時代になると、最澄が入唐する前年の延暦 22(803)年に竃門山寺において、遣唐使の航海の無

事を祈り、薬師仏を 4 林造ったと伝えられている(~扶桑略記j] ~叡山大師伝j]) 。 承平 3 (933)年には

沙粥誼覚が宝塔を建立し、現在その跡と推測される妙見胴礎石群が残されている(第 34次調査)。その

後も多くの高僧たちが訪れることとなり宝満山は最盛期を迎え、応徳 2(1085)年には白河上皇が「竃

円山大神の社は九州総鎮守」という論旨を下している。鎌倉時代初めの『元亨釈書』にも「有智山寺は

西州の大講障也」といわれるほど勢力を持っていた。12世紀初頭の長治年間に、宝満山をめぐって石

清水八幡宮と比叡山が争い、宝満山は比叡山の末山となった。鎌倉時代末頃には宝満山を金剛界、彦

山を胎蔵界とする修験の霊場が確立したと考えられ、盛時には行者方 70坊、衆徒方 300坊、合わせて

370坊あったといわれている。平安時代後期には山中で広く遺物の散布が確認され、竃門神社下宮のと

ころには 5x 7聞の大型礎石建物が造られている。内山 ・南谷 ・北谷地区の山麓部での発掘調査では、

12 世紀~ 14世紀の石組で区画された建物遺構(第 29次調査)、礎石建物(第 26次調査)など坊跡や

石垣などが見つかっている。

南北朝期から戦国時代にかけては、宝満山にあった有智山城や宝満城が戦史に登場することとなる。

建武 3(1336)年、有智山城の留守を預かっていた少弐貞経が、菊池武敏らに攻められた際、山中の社

殿や坊舎が悉く焼失している。天文 21(1552)年に高橋鑑種が宝満城の城主になってから、天正 14(1586) 

年に岩屋城の戦いで高橋紹運が敗れるまで、宝満山は戦乱の舞台となっている。これらの戦乱の中で、

山中は荒れ果てていった。 さらに、弘治 3(1557)年には大友宗麟が有智山、中堂、原で検地を行い、

堂舎は破壊され耕作地化することとなり、残った坊は内山 ・南谷 ・北谷の山麓から山中の西院谷や東院

谷に移っている。16世紀末、小早川隆景によって講堂や鐘楼などの社殿が再建されたが、寛永 18(1641) 



年には焼失している。その後黒田長政や忠之らが神領の寄進や社殿の建立を行ったが、かつての勢いは

なく 、寛文 5(1665)年には京都聖護院の末山となった。盛時には行者方 70坊、衆徒方 300坊あった坊も、

寛永の頃には衆徒方も 2坊にみとなり、結局行者方 25坊のみが残り、俗に「宝満二十五坊」といわれ

る山伏となり、明治を迎えることとなる。明治になると神仏分離令や廃仏按釈、修験道の廃止などによ

り、山中の堂塔や仏像など仏教色の強いものは悉く廃され、山伏たちは下山することとなった。現在で

は内山九重原に有智山城跡があり、山中には 16世紀以降の坊跡や墓地、廃仏殻釈で破壊された石造物

を見ることができる。

なお、最澄が訪れだ寺院は「竃門山寺」と記され、平安時代後期から鎌倉時代にかけての文献には

「大山寺」が用いられ、 12世紀以降になると「有智山寺」の名もみられ、南北朝以降は専ら「有智山寺」

が用いられている。
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⑥ー V 唐三彩・二彩

絞始800 
白磁I類
越州窯系青磁1，11類
長沙窯系青磁・黄紬

褐彩 ・褐粕

850 
青磁褐彩・褐紬

初期イスラム陶器

白磁椀VIII，V-4，皿111類増加

1250 

⑨ 

紀年銘資料 ①A. D. 927 延長5年，大宰府74次SD205A溝
②A. D. 1091寛治5年，平安京左京4条1坊SE8井戸

③A. D. 1224貞応3年大宰府33次SD605i膏
④A. D. 1304嘉元2年，大宰府109.111次SD3200溝
⑤A. D. 1330元徳2年，大宰府45次SX1200池
⑥A. D. 784 延暦3年，長岡京102次SD10201i膏
⑦A. D. 1459・1465長禄3・寛正5年，福岡市井相自CI卜 SG16池
⑧A. D. 1501文亀元年，大宰府70次SD1805溝
⑨A. D. 1265文永2年，博多62次713土境

文献 ①九州歴史資料館 『大宰府史跡昭和56年度発掘調査概報J1982 
②田辺昭三・吉川|義彦 『平安京跡発掘調査報告左京四条一坊J1975平安京調査会

③九州歴史資料館「大宰府史跡昭和49年度発掘調査概報J1975 
④九州歴史資料館「大宰府史跡昭和63年度発掘調査概報J1989 
⑤九州歴史資料館「大宰府史跡昭和52年度発掘調査概報J1978 
⑥長岡京市埋蔵文化財センヲー「長岡京市埋蔵文化財調査報告書第1集J1988 
⑦福岡市教育委員会「井相田C遺跡11J r箔岡市埋蔵文化財調査報告書179J1988 
⑧九州歴史資料館「大宰府史跡昭和56年度発掘調査概報J1982 
⑨福岡市教育委員会「博多48J r福岡市埋蔵文化財調査報告書397J 1995 

F i g. 1 大宰府貿易陶磁編年
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宝満38
(中宮跡付近の

測量のみ)

宝満32
(有智山械跡周辺の

地形測量のみ)

宝満35

(宝満山西麓全体地形
遣IJ.のみ)

Fig.2 宝満山遺跡群調査地位置図 (1/15000)

4 

H、調査体制

(平成 21/2009年度)・・・ 第 42次調査

総括 教育長 関 敏 治

庶務 教育部長 山田純裕

文化財課長 井 上 均

保護活用係長 菊武良一

調査

調査係長

主任主査

事務主査

主任主査

池本義彦

吉原慎一

橋川史典

城戸康利(都市整備課併任)

山村信楽

中島恒次郎

井上信正

高 橋 学

宮崎亮一(調査担当)

遠藤茜

白石渓冴

技術主査

技師

技師(嘱託)

(平成 23/2011年度)・・・ 第 43次調査

総括 教育長 関敏治

庶務 教育部長 粛藤慶之

文化財課長 井上均

保護活用係長 菊武良一

調査

長

査

査

係

主

主

査

任

事

任

調

主

主

主

池本義彦

橋川史典

古川あや

山村信柴(調査担当)

中島恒次郎

井上信正

高 橋 学

宮崎亮一

遠藤茜

白石渓冴

城戸康利(景観 ・歴史のまち推進係長 ・文化財課併任)

技術主査

技師

技師(嘱託)

事務取扱

(平成 24/2012年度)・・-報告書発行

総括 教育長 関 敏 治

庶務 教育部長 古野洋敏

文化財課長 井上均("-' 6月 301'3) 

E
U
 



菊武良一 (7 月 1 日~)

文化財副課長 城戸康利 (7 月 1 日~)

保護活用係長 菊武良一 (~ 6月 30日)

友添浩一 (7 月 1 日~)

調査係長 山村信柴

事務主査 橋川史典

主事 古川あや

調査 主任主査 中島恒次郎(~ 6月 30日)

井上信正

技術主査 高 橋 学

宮崎亮一

主任技師 遠藤茜

事務取扱 中島恒次郎 (景観・歴史のまち推進係長・文化財課併任) (7 月 1 日~)

なお、調査に際して、次の方々から有益なご教示を得た。記して感謝し、たします。(順不同 ・敬省略)

小田富士雄(福岡大学名誉教授)、森弘子(福岡県文化財保護審議会専門委員)、宮本雅明(故人.都

市・建築遺産保存支援機構理事長)、何上信行(河上信行建築事務所)、吉田東明(福岡県文化財保護課)、

江上智恵(久山町教委)

皿、調査および整理方法

調査および整理方法については、『佐野地区遺跡群IJl(太宰府市の文化財第 14集 1989)、『太宰府市

における埋蔵文化財調査指針~ (太宰府市教育委員会 2001年 9月改訂)に基づいている。

第 42次調査では、表土剥ぎはパックホーによって行い、調査後は真砂土で埋め戻している。遺構図

や土層図は適時1/20等で記録し、遺構全体図は人力によって1/20の縮尺で実測を行い、整理段階でデ

ジタノレトレースを行った。

第 43次調査では、パックホーによる試掘調査や工事立会調査を中心に行い、関係文化財の実測調査

や資料調査を行った。

整理報告に際し、国内からの搬入品については形状が確認できるものは極力報告することに努めたが、

整理報告作業の効率化と報告書のスリム化のため、規格性が強い輸入陶磁器については『大宰府条坊跡

xv 陶磁器分類一』を基に分類し、出土遺物一覧表に分類と破片数を掲載したのみで、実測作業は基

本的に行っていない。 しかし、未分類のものや稀な陶磁器などについては実測し報告している。よって、

遺構時期の検証については、出土遺物一覧表も同時に確認して頂きたい。

これらの調査で得られた出土遺物や実測図は太宰府市文化ふれあい館に保管している。

-6-

N、調査報告

1、第 42次調査

(1)調査に至る経過

調査地は太宰府市大字内山字大門 919-1、920-1、1642-2の一部で、宝満山の南西麓にある竃門神社

の南方 150mに位置する。この土地については、前地権者の楠林家に昔お堂があったとしづ伝承が残り、

昭和 50年代までは礎石が露出していたというが、その話も想像できない程の穏やかな田園風景となっ

ており、その話も風化しつつある状況であった。

確認調査は平成 21 (2009)年 5月 7日に実施し、耕作土直下で遺構が確認された。工事計画と照ら

し合わせ検討したところ遺構の削平は免れないと分かつたため、本調査を実施することとなった。調

査は平成 22 (2010) 年 4 月 8 日 ~7 月 31 日に実施した。 調査は宮崎亮ーが担当した。 開発対象面積は

980m2、調査面積は 877m2である。

調査進行する中、基壇や礎石が検出され、遺構の重要性が増してきたため、 6月 21日地権者である

木本国雄氏と保存についての協議がもたれ、 6月 24日に木本国雄氏から保存の意向が示された。6月

25日に文化庁近江俊秀調査官が現場を視察、重要な遺跡であるとの認識を示された。7月 13日井上保

慶市長に保存処置について説明し快諾される。7月 16日にはマスコミ発表、翌日記事が掲載される。7

月 19日に現地説明会を実施し、猛暑の中約 80名の参加があった。

調査は基壇を伴う礎石建物の検出面で終了し、それより下位については、 一部トレンチを設定したの

みで、ほとんど調査は行っていない。また、埋め戻しについては、全面真砂士を搬入し、遺構面からお

よそ 20~ 30cm前後の厚さで覆い遺構を保護した。その後は地権者の意向に沿う形で、行政による遺構

保存が確定するまでの問、遺構に影響ない形での利用が行われている。

(2)基本層位

調査直前まで調査区は 3段の田圃が残され、周辺住民や元地権者によると、この地形は昭和以降変わ

平面模式図
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Fig.3 第 42次調査区および土層模式図
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らないという。耕作土は調査前に地権者によって除去されていたが、上段 ・中段の遺構面は共に厚さ

o. 3mの耕作土直下に存在するという極めて浅い状況であった。下段については O.7m前後とやや深い位

置に遺構面が確認された。上段の田圃では、むかし大石が露出していたため、 4個ほど動かしたという。

l個は南側の法面に置き、他は西側の枇杷の木の所に動かしたといわれ、法面に置かれた大石は現在も

残っていた。太宰府顕彰会刊行の『宝満山及び竃門神社周辺の遺跡分布調査報告書』でも礎石が 2基あ

ったことが報告されている。

また、石垣の近くは田圃の水が抜けて陥没することがあったため、その穴にビニール、ンートなどを入

れ込んで塞いだことがあったらしい。それを物語るように表土めくりではテントのシートやビニールが

出てきた。それだけ隙聞があり流れ込みゃ陥没が起こる地盤状況で、あったということは、現代物が流れ

込むことは容易で、あったということであり、遺物が年代決定の直接的な証拠とは必ずしもなり得ないと

いうことを感じた。

遺構面の基盤層は、土地の形状通り、北東から南西方向に向かう堆積状況が確認でき、北東端に近い

ほど遺構面に地山が露出している状況であった。地盤堆積層で現在確認できる最も古い土層は、 9世紀

中頃前後の炭混じりの堆積層 (SX070)である。地山は磯混じりの茶褐色七で安定しているが、この磯

混じりの地山が調査全般にわたって、自然か人為的かで判断を惑わす結果となった。

(3)検出遺構

建物関連遺構

建物

42SB001 (Fig. 5・6、巻頭図版)

上段で検出された礎石建物跡である。原位置を保っている礎石は 3基のみである。それ以外は礎石抜

き取り痕であった。礎石は大きさ O.6 "-' 1m前後で、上面には明確な柱座などはないが、全体的に上面

は平坦面を造り出しているようで、礎石 dに関しては、上面中央に径 18cm前後の僅かな窪みがある。

礎石下には根石が僅かに確認できたが、遺構検出面には殆んど露出していなかった。礎石抜き取り痕に

ついては、埋士に現代の遺物が見られたため、当初は撹乱とみていたが、この撹乱坑が礎石と等間隔で

並んでいたことと、元地権者が田畑の耕作面から頭を出していた礎石 4個ほどを、重機で除去したとい

う話から、この撹乱坑は礎石の抜き取り痕と推測した。よって、埋土に現代物が混入するのは当然とい

うことになる。礎石抜き取り痕については、大きさ 1m前後、深さは O.1 "-' O. 4m程の士坑で、掘り込み

の浅いもの (b・c. e) については、その中で検出した礁が根石であろうことは明らかであったが、深

いもの (f.m) は、掘 り方周囲は牒が比較的多く集まり根石のように見えるが、地山が礁層であるこ

とから、この抜き取り痕がどれだけ撹乱されずに当時の痕跡を残しているのかは確証が得にくい状況で

あった。また、礎石や礎石抜き取り痕がその構状土坑の埋土上に載っているもしくは掘り込んでいる状

態である。これは建物の建て替えの際に礎石を掘り返したものと推測している。よって、建て替え前の

建物については同規模の可能性が高い。

以上のように上段で検出された礎石や抜き取り痕跡で推測される建物跡は、西側lと南側が耕地造成に

より削平されているが、身舎は桁行 3問(12.3m前後) x梁行 2間 (6.4m前後)と推測される。現存礎

石 dとjの聞に礎石があった痕跡がないため中央に柱はなく、桁行の柱聞は約 4.1m、梁行の柱間は約

3. 2mとやや広い柱聞を有していたと推測される。また、身舎の周囲には礎石抜き取り痕のような浅い

土坑と集石などが 5ヶ所確認されたため庇が巡っていたと考えられる。 しかし、南側と西側が削平され

ているため遺構として確認できるのは東側と北側のみである。これら遺構状況から考えた場合、建物規

口。
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模は東西 5間(18.7m前後)、南北 4間以上と推測される。北西側の庇の礎石抜き取り痕 (SB001s)に

ついては、 SX089の礁敷に根石が混ざっていたことに調査中気付かず除去してしまい、現在は掘り方の

みを残しているo

また、建物南側の中段では大石が 2個 (S-119a・b)残されている。身舎と石段との聞に 10m程の空

間があることから、身舎の南側正面に礼堂のような建物が取り付いていた可能性が考えられる。 しかし、

大石の周囲を精査したものの、根石や掘り方のようなものは確認できなかった。また、身舎の礎石の上

面レベルより約 0.8m低い位置に大石がある。SX035の状況から基壇の石列は存在したことは間違いな

いだろうから、基壇が一様に上段と同レベノレだ、ったとすると大石は完全に埋もれてしまう。少なく見積

もって基壇の石積みが l段だ、ったとしても、大石はほとんど埋もれてしまう。このことから、この大石

を礎石とするのはかなり難しい。逆に 0.8m前後の落差があるということは、南側に礼堂など建物が続

いていた場合、それらの礎石や根石などは削平され、消失した可能性が十分考えられるということにな

る。

そして、建物の屋根については、瓦葺かそれ以外の有機物を用いたもの(板葺、柿葺、檎皮葺など)

かについてであるが、表 4のとおり、調査区全体で総重量 582kgの瓦が出土した。丸瓦 ・平瓦での分類

を行っていないが、丸瓦 (2kg)で約 291枚、平瓦 (3kg)で約 194枚に相当する量である。その内容は

横長斜格子叩きの出土が多いが、縄目叩きも比較的多いことがわかる。また、劣化が目立ち叩き目不明

の瓦が全体の46.9%を占めている。現存礎石の建物をSX030埋没以降のものと推測している現段階では、

SX030・035から全体の約 53%の瓦が出土していることを考えると、現存礎石の建物については、 一部

瓦葺という可能性はあるにしても、完全な瓦葺で、はなかったとするのが妥当である。これらの瓦は、建

て替え前の建物に葺かれていたものか、瓦の劣化具合から、上方の建物の瓦などが流出し堆積したもの

である可能性が考えられる。

基壇

42SX040 (Fig.5・7・8・巻頭図版)

礎石建物 (SBOOl)を囲むように検出された石積みで、北側こそ調査区外となるが、それ以外の東・南・

西側で確認され、現状でコ字形を示している。南西隅は 17世紀に大量の礁を投じた整地によって分断

されている。

基壇の規模は東西 24.3m、南北 22m以上で、基壇の石積みには、長さ O.3 ~ O. 5m、高さ 0.2m程の花

闘岩礁を使用し、現状では 3辺とも 1~ 2段分(高さ 40cm前後)が残っている。西辺の基壇設置レベ

ルが東辺より 0.4m低いことや現存する礎石の高さなどから考え合わせると、当初基壇の高さは西側と

南側で約 6段分(lm前後)、東側で約 4段分(高さ 0.6m前後)ほどであったと推測される。西辺につ

いては石積みが崩落したような痕跡は確認できなかったが、東辺では SX030内に基壇と同様の蝶が埋没

している状況が確認された。また、基壇の正面と両側面それぞれに階段状の石列 (42SX045・85・90)

が検出されている。このことについては後述する。

西側の石列付近で、炭混じりの堆積層 (SX070)が確認され、その直上に石列が造られている。この

堆積層から出土する遺物は 9世紀中頃前後のものである。また、北側は畑地の高石垣で埋没しているが、

遺構は残っているものと推測される。

階段状遺構

42SX045 (Fig.8) 

基壇 (SX040)の南辺の中間に横長の花嗣岩礁が並んで検出されたため、基壇に伴う石段と考えられ、

その位置からも正面の階段と考えられる。西側を近世~近代の削平を受けているが、 11屈は約 4.3mで、
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Fig.5 第 42次調査第 2面 (42SB001)遺構実測図 (1/200)
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Fig.6 42SB001礎石およびトレンチ土層実測図 (1/50)

現存する高さは約 0.4mで、確実なものとして 2段分は確認できる。不安定要素ではあるが、残存して

いる大石の状況から、さらに南側に 2段程石段があった可能性が考えられる。また、最上段の石列東端

と基壇との聞には、 0.2'"'-'O. 3mほどの礁を並べる。石段と平行して基壇の石列も確認できるため、基

壇の施工後に石段が施工されたと考えられる。ちなみに石段上面と現存礎石周囲の地盤との高低差は約

0.8mである。

その石段南側付近には同じような大きな礎が多く検出された。これらは安定していなかったことと、

SX050や SX065の延長上にあたるため、近世以降の改変で石段の大石が移動された可能性が高い。

42SX085 (Fig. 9・10)

基壇 (SX040) の東辺にある SX030の石敷に埋もれて、基壇から 1m程離れたところに平行する石列が

ある。石列の長さは 3.65mで、他の石敷に一列に並べたものがなく、明らかに異なる敷き方から基壇に

伴う石段と推測した。現状では 1段分が明確だが、この上面にも磯が部分的に残ってお り、数段あった

可能性がある。また、後述するように SX030の石敷は 2層あり、下層の石敷が石段のちょうど下位にあ

るため、同一時期の可能性が考えられる。

42SX090 (Fig. 7) 
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Fig.8 42SX040・045遺構実測図 (1/50)
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基壇 (SX040) の西辺に沿って、 O.5mほど離れた所に、礁が長さ 1.7m程並んでいる。礁の大きさは

O. 1 ~ O. 3mとバラツキがあり、石段であったとすればその残骸となるが、これだけでは明確に石段と

は言い難い。 しかし、対面の東側に SX085があることから、石段は可能性のひとつと考えたい。

基壇東側の遺構

42SX030・035 (Fig. 9・10)

基壇 (SX040) の上段部の東側で検出した一段低い土地と石敷を SX030とし、 SX030南側の中段で検

出した磯群を SX035として調査した。現況が耕地の段差で高低差があるが、平面的には基壇の東側に直

線的に続いているため同一遺構と考えた。SX030は幅 3.4m、長さ 4.8m以上の規模で、表土を除去した

段階では、水気の多い灰色の粘質土が広がっている状況であった。これらの埋土を掘り下げると磯が検

出されたが、南北で礁の状況に違いが確認された。

北半分は灰色粘土に混じって、大きさ O.1 ~ O. 2m程の磯が広がっていて、それに混じって多量の土

師器片が出土した。この牒群に人為性は見出せず、自然に堆積したものと考えた。基壇に近い所では

O. 3mを越える礁が検出され、基壇の石列が転落したものであることは明確で、あった。

南半分は大きさ O.3 ~ O. 5m程の花闘岩磯を使用した石敷である。検出時上面には灰色砂質土が覆っ

ていた。石敷は南側の段差部分の観察から 2層になっていることが分かる。上層は南北 3.1m、下層ま

で含めると南北 3.8mあり、さらに南側はちょうど耕地の段差で途切れているように見えるが、すぐ下

の SX035に瓦敷がある状況から、石敷の範囲は、残存範囲に近いものと推測される。石敷の下層がどの

ように展開するかは、 上層を残しているため不明であるが、東端に並ぶ SX080の石列と同レベルにある

ため、それと繋がっているものと推測される。前述したように石段と推測される SX085と下層の石敷は

同時期の可能性が考えられるため、下層の石敷は基壇が造られた初期のものと推測される。同じ場所に

石敷を造っていることから、石敷のかさ上げを行ったと推測される。この石敷の西側では一列に並ぶ石

列が 271J混ざ、っている。これは基壇側が石段 (SX085) と考えられることは前述したとおりで、その東

側に並ぶもうひとつの石列とはおよそ O.75mの間隔があるため、北側の水が抜ける水路をなしていた可

能性も考えられる。

SX035では礁は散在していたが、目立った石敷は検出されなかったが、一部平瓦が敷かれている部分

があった。SX030の石敷下層のレベルより瓦敷が 0.2m程低いため、元々 SX030のような石敷はなかっ

た可能性が高く 、磯群は SX030北側と同様に転落堆積したものと考えられる。 SX035は基壇南辺部まで

続いているが、南端付近の切り合いは不明瞭で、作業上基壇屈曲部までとし、それより南は SX032とし

て分けた。

42SX080 (Fig. 9) 

SX030の底面で検出された 2列に並んだ石7Uo石列の幅は O.8 ~ 1. 2mと一定のl隔で、はない。北側は

調査区外に続いてし、く 。石材はそれぞれ外側に面を合わせているようで溝とは考えがたい。 しかし、溝

間の埋土は暗灰色粘土で埋没時の堆積土のようでもあった。年代は不明だが石列聞に樹木の根があり、

埋土に木質が多くみられたことから、花壇のような植栽帯のようなものも可能性のひとつで、あるが、現

状では不明と言わざるを得ない。

石垣 (石積み)

42SX005 (Fig. ll) 

上段の耕作地南側法面の西側に造られた石垣で、検出長 5.8m、高さ 0.8m前後である。下部に 0.6m

前後の大石を据え、その上に O.3m前後の礁を用いている。施工範囲が SX002燈茶色土の範囲のみに限

られているため、その整地の際に築いたものと推測される。
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Fig.9 42SX030・080・085遺構実測図 (1/50)
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42SX005・010・015・025遺構実測図 (1/80)
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42SX085・SX030石敷状況と断面模式図
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42SX010 (Fig.11) 

上段の耕作地南側法面の東側に造られた石垣である。検出長 8.7m、高さ 0.4m前後であるが、

の下端と中段面とのレベノレ差が 0.4m前後あり、現状では石垣が浮いた状態になっている。これは中段

面の耕作土上に造られたもの、もしくは石垣構築後に中段面が削平されたことによるものであろう。

SX005に比べ使用している礁が小さく雑に積まれていることや設置レベルの違いなどを考えると SX005

と時期差があり、 SX005より新しく積まれた可能性が高い。
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42SX030・035土層図 (1/50)および模式図
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42SX015 (Fig. 11) 

中段の耕作地の南側lと西側に造られている石垣で、全体的にやや蛇行している。南側は長さ 20.5m、

高さ 0.8m前後で、西側 5m程は南接する田圃がさらに下段面より低いため高さが 1.2m程ある。西側は

南側の石垣が L字状に屈曲した続きで、西隣の 2枚の田圃を分けている畦畔部分で途切れている。長さ

高さは 1.2m前後で、部分的に磯が抜け落ちている。

42SX025 (Fig. 11) 

上段の耕作地西側にあり、 SX002の整地と一緒に造られた石垣である。検出長は約 10m、高さは1.8m 

だが、石垣西側がスロープになって北側ほど石垣が埋まっているため石垣がどう続くかは不明瞭で、ある。

7. 2m、

中また、南側については、 SX084の磯露出部分が続いていて、それとの境がやや不明瞭となっている。

段面にかかった部分で一部石垣が追加され、かさ上げされている部分がある。

42SX050 (Fig. 12) 
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Fig.12 42SX020・050・060・065遺構実測図 (1/50)
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中段南西側で検出された東西方向に積まれた南面する石垣で、 SX037の整地に伴う石垣と推測され

る。他の石垣に比べ、 O.5mを超える大きな石が用いられ、積み方も異なっている。検出長は 4.1m、高

さO.7m前後で、 2段分が残っている。石垣背後には大小様々な磯 (SX037) が検出された。また、東側

の石垣が途切れた付近には黄茶色土混じりの灰茶色土の堆積層が確認され、 SX050の上面にもその堆積

層が僅かに確認された。この堆積層からは近代以降の遺物が出土することから、その頃に破壊 ・埋没し

たものと考えられる。

42SX065 (Fig. 12) 

検出長は 3.7m、高さは O.3m前後で、 2段分が残っている。SX050の延長上に位置するため同一遺構

の可能性も考えられるが、使用する礁の大きさや石の積み方が異なるため、明確に言い切れない。また、

基壇南辺と平行しているが、その聞には大小様々な磯層 (SX033)があり、 17世紀の遺物が含まれてい

るが、前面からも同時期の遺物が出土している。

石列

42SX020 (Fig. 12) 

下段で検出した石列で、方位は南北方向を示し、西側に面を合わせている。北側については SX015の
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Fig.13 42SX002・089土層実測図 (1/60)

石垣の下から検出され、 SX060まで検出されなかったが、レベル的にそれより低い位置に造られている。

南側は巨石までであり、検出長は 2.95m、高さは約 O.2mで、牒 1段分しか検出されなかった。この石

列の北側延長上には SX045の石段があり、石列のやや南側で石敷のような磯群が検出されたため、通路

の西肩であった可能性も考えられる。 しかし、現代耕作地の段差の位置に近いため、耕作地の石垣の一

部である可能性も残している。

42SX060 (Fig. 12) 

SX045の南側で検出された東西方向の石列で、検出長は 4.6m、高さは O.2m前後で、磯 l段分しか検

出されなかった。築造当初これ以上の規模であったかどうかについては不明瞭である。よって、この

石列の性格が分かりづらいが、北側に石の面を合わせ、その前面には砂層が堆積していることから、

SX050や SX065と対応する田圃の石垣の一部もしくは水路の一部で、ある可能性が考えられる。

整地層

42SX002・089(Fig. 13) 

上段西側の耕作化の際の整地層であるが、 SX002の南側のみに石垣 (SX005) が造られていることや

SX089が礁を敷き詰めていることから、SX002とSX089とでは時期差があることは明瞭で、 SX089の方

が古いと考えられる。

建物廃絶後に SBOOlf近くまで削平され、耕作地として利用されていたが、その後幅約 2m前後で礁を

敷き詰め整地している (SX089)0 SX089の南側が中段との段差で途切れている状況から、磯敷 (SX089)

を行った当初、中段面は一部もしくは全て上段面と同じレベルだ、ったことを物語っている。推測の域を

出ないが、牒敷 (SX089) を行った当時、身舎があった範囲については上段と同じレベルで、礎石も含め

残っていたのではないだろうか。 しかし、牒敷の行為が何を意味するのかは明確でない。これらの整地

については調査で除去し現存していない。

SX002については、その下位で SX040西辺石列直上に田圃の床土(黄色土)と耕作土(灰色土)が検

出された。耕作土の残り 具合が少なかったことから、 SX002の整地前に耕作土を一旦剥ぎ取り、整地し

たものと推測される。

42SX033・037

中段の西側と南側に広がる磯層で、大小様々の多量の礁が検出されたが、大きさ O.5mを越えるもの

も多く、その中には 1m程の大石もあった。基壇 (SX040) を分断していたことと礁に混じる遺物から

17世紀前半に行われた整地と推測した。整地の深さに関して、完掘していないため不明で、ある。これ

らの整地が田聞としては良好で、なかったことが、水が抜け陥没することがあったという元地権者の話が

物語っている。SX045のすぐ西側の一部で集中して近代の遺物が出土するところがある。これは SX037

で取り上げたものの、その後の改変時か耕作時に生じた陥没を埋めたものと推測される。

1
i
 

ワム



(4) 出土遺物

建物

42SB001c出土遺物 (Fig.14) 

瓦類

丸瓦(l) 格子叩 I-C-bに 「介」の文字瓦。焼成良好で灰白色や茶褐色を呈する。

建物周辺遺構

42SX018出土遺物 EFig.14) 

瓦類

平瓦 (2) 格子叩 I-A-a。

丸瓦 (3、4) 2点とも格子叩 1-C-b。

鬼瓦 (5) 口元の側面部で、上歯牙や周囲に径1.7cmの珠文が残る。 口元横のシワに混じって径

1. 3cm程の珠文が並んでいる。胎土は O.3 cm以下の白色砂粒や微細な茶色粒を多く含み、表面は暗灰色、

断面は淡黄灰白色を呈する。側面や背面の調整は摩滅し不明瞭。

42SX018灰茶色土出土遺物 (Fig.14) 

龍泉窯系青磁

椀 (6) 淡緑灰色紬を厚く施し、外面には細く文様を描く 。IV類。

瓦類

瓦玉 (7) 大きさは 2.8x 2. 75cm、厚さ 2.25cm。

42SX063出土遺物 (Fig.14) 

瓦類

平瓦 (8、9) 8は格子叩 1-C-a。凹面は布目痕が残る。胎土は黒色粒を多く含み、淡灰色を呈する。

9は格子叩 1-C-b。胎土は白色砂粒や黒色粒を含み、淡灰色を呈する。

42SX009出土遺物 (Fig.14) 

土師器

小皿 a (10 "'-' 14) 口径 5.9"'-'6. 9cm、器高1.1 "'-' 1. 3cm、底径 4.05 "'-' 4. 95cm。底部切り離しは回転

糸切り。10以外は口縁端部に煤が付着している。焼成良好で色調は淡黄樺色や黄白色を呈する。

42SX036出土遺物 (Fig.14) 

土師質土器

鉢 (15) 内面にヨコハケ、外面は指頭圧痕とナナメハケが残る。胎土は微細な砂粒を含み、灰色や

褐灰色を呈する。

瓦類

平瓦 (16) 格子叩トC-a。側面には分割の切り込みと切断面が残る。

丸瓦(17、18) 2点とも格子叩 1-C-ao17は凹面に模骨痕が残る。18は胎士に炭化物を非常に多く含む。

「介」の文字瓦。

42SX059出土遺物 (Fig.14) 

土師器

小皿 a (19) 復元口径 8.0cm、器高 1.1cm、復元底径 7.0cm。調整等は摩滅し不明。

小皿 c (20) ハ字形に開いた高台を貼付する。復元口径 9.0cm、器高 2.85cm、高台径 8.4cm。胎土は

O. 3cm以下の白色砂粒を含み、淡樫色を呈する。
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Fig， 14 42SB001および関連遺構出土遺物実測図 (1/3、五は 1/4)

42SK062出土遺物 (Fig.14) 

瓦類

平瓦 (21) 格子叩 1-Fo I平井」の文字の一部が残る。
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丸瓦 (22) 格子叩 I-C-c。焼成

良好で青灰色を呈する。

42SX072出土遺物 (Fig.14) 

土師器

坪 a(23) 復元底径 10.6cm。底

部切り離しは回転糸切り 。

42SX076出土遺物 (Fig.14) 

土師器

小皿 a(24) 底部切り離しは回

¥一一一」二三孟ミプ1

¥、.=d:ニプ2

42SX039 

-4
 三一ノ

43-C 。 6 
転糸切り 。

瓦質土器

鉢 (25) 片口をなす。内外面摩

滅するが、外面に僅かにハケ目と指頭圧痕が残る。色調は灰色を呈する。

42SX079出土遺物 (Fig.14)

O 1Ocm 

F i g. 15 第 42次調査中段の遺構出土遺物実測図 (1/3、5は 1/4)

土師器

小皿 a(26、27) 2点とも底部切り離しは糸切り 。26は口縁部が歪んでいるが口径 7.2cm。底部外面

には板状圧痕が残る。27は復元口径 8.7cm。胎土に金雲母を多く含む。

部 a(28) 復元底径 8.2cm。底部切り離しは回転糸切り 。内面底部はナデ調整。

42SX061出土遺物 (Fig.14) 

土師器

小皿 a(29 "-' 34) 底部切り離しは確認できるものは全て回転糸切りである。復元口径 7.5"-'

10.4cmo 32は上げ底状になっているため小皿以外の可能性もある。O.3cm以下の白色砂粒や茶色粒を含

み淡褐色を呈する。

坪 a(35 "-' 38) 磨滅が目立つが、底部切り離しは確認できるものは全て回転糸切りである。胎土は

0.2cm前後の砂粒を含み、色調は淡樺色を呈する。

瓦質土器

小壷 (39) 外面肩部には細し、沈線を施す。その他はヨコナデ。胎土は精製され外面黒灰色、内面灰

色を呈する。

42SX061灰茶色土出土遺物 (Fig.14)

土師器

士不 a(40) 復元底径 7.9cm。底部切り離しは回転糸切り 。

42SX083出土遺物 (Fig.14) 

土師器

坪 a(41) 全面磨滅し調整不明。胎土は精製され黄白色を呈する。

椀 c(42) 欠損するが高い高台を貼付する。胎土は O.2cm以下の白色砂粒や金雲母を多く含む。内

外面底部はナデ調整される。

瓦類

平瓦 (43) 焼成不良で磨滅が目立つ。格子叩はバラツキがあるが I-A-a。側面はへラ切りする。色

調は黄白色を呈する。

42SX101出土遺物 (Fig.14) 

4A 
ワ臼

土師器

坪 a (44) 底部切り離しは回

転糸切り 。胎土は白色砂粒を多

く含み、黄灰色などを呈する。

復元底径 11.Ocm。

42SX102出土遺物 (Fig.14) 

42SX034灰茶色土

¥ で二二二ア1 …一ノJ\ー一一」ー::~ク2

\三-k~; o 5cm 
~固

土師器

小皿 a(45) 復元口径 8.4cm、 F i g. 16 第 42次調査石列関連遺構出土遺物実測図 (1/3、6は 1/4)

器高 0.95cm、復元底径 6.4cm。底部切り離しは回転糸切りで板状圧痕あり 。

42SX103出土遺物 (Fig.14) 

土師器

坪 a(46) 底部切り離しは糸切りで、板状圧痕を残す。

42SXl14出土遺物 (Fig.14) 

土師器

小皿 a(47) 復元口径 9.8cm、器高 1.25cm、復元底径 8.7cm。調整等は摩滅し不明。 口縁端部には煤

が付着する。

42SXl16出土遺物 (Fig.14) 

土師器

小皿 a(48) 復元口径 9.Ocm、器高 1.0cm、復元底径 5.85cm。底部切り離しは回転へラ切りで板状圧

痕残す。内面底部はナデ。口縁端部には煤が付着する。

均二 a(49"-'51) 49の底部は回転糸切り 。50は外面底部が回転へラ切り後ナデ調整。内面底部はナデ。

その他はヨコナデ。51はやや丸味のある体部で、復元口径 13.8cm。内面ナデ、外面ヨコナデ。

中段の遺構

42SK055出土遺物 (Fig.15) 

土師器

小皿 ac1、 2) 底部切り離しは回転ヘラ切り 。摩滅が目立つが内外面ヨコナデ。1の復元口径は

9. 3cm。

皿 a(3) 復元口径 14.4cm。内外面摩滅する。胎土は白色砂粒や雲母を含み、淡樫褐色を呈する。

椀 (4) 口縁部を僅かに外反させる。摩滅し調整不明。胎土は 0.2cm以下の茶色粒を多く含み、淡茶

褐色を呈す。

瓦類

軒丸瓦 (5) 周縁は素文で、外区には唐草文のような痕跡が見える。

42SX039出土遺物 (Fig.15) 

国産陶器(肥前系陶器)

浅型椀 (6) 口縁部が波形の椀で、高台は削り出し。復元口径 12.7cm、器高 3.9cm、高台径 5.0cm。

胎土は O.lcm以下の白色砂粒を含み、やや粗い。内面底部には目跡が 3ヶ所残り、高台畳付には変色し

ている部分があり目跡を除去した部分とみられる。利は淡茶灰色で内外面に施す。外面下半から底部に

かけては露胎で、淡赤褐色を呈する。唐津焼。

石列関係

42SX034灰茶色土出土遺物 (Fig.16) 

「ひっ“



土師器

小皿 a(1、2) 胎士は共に白色砂粒を多く含み、淡樫色を呈する。lは復元口径 7.8cm。底部切り離

しはへラ切りのようにみえ、板状圧痕を残す。2の底部切り離しは回転糸切り 。

42SX080東出土遺物 (Fig.16) 

土師器

椀 (3) 口縁部は外反することなく立ち上がる。胎士は白色粒や金雲母を多く含む。内外面摩滅し調

整は不明。

白磁

椀 (4) N -la類。

土製品

輔羽口 (5) 先端付近だが、摩滅し端部は残していない。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒や金雲母を多

く含み、淡黄灰色を呈する。内外面ナデ調整。

瓦類

平瓦 (6) 格子叩 I-C-c。

石敷と窪地

42SX030出土遺物

42SX030茶色土出土遺物 (Fig.17) 

土師器

小皿 a (1) 復元口径 10.4cm、器高 1.15cm、復元底径 7.6cm。底部切り離しは回転糸切りのようだ。

杯 a(2) 復元底径 10.2cmo 底部切り離しは回転糸切り 。胎土は O.2cm以下の白色粒を多く含む。

瓦類

瓦玉 (3、4) 3の大きさは 3.2x 3. 1cm、厚さ 2.1cmo 4の大きさは 2.9 x 2. 7cm、厚さ1.7cm。

42SX030茶色粘土出土遺物 (Fig.17) 

土師器

小皿 a(5) 復元口径 9.8cm、器高 0.9cm、復元底径 7.6cm。底部切り離しは回転糸切り 。茶褐色を呈す。

都 a(6、7) 6は復元口径 16.2cm、7は復元口径 17.5cmo 2点とも摩滅が目立つ。淡燈褐色を呈する。

瓦類

平瓦 (8) 格子叩 I-A-aで、陰刻正字で「平井」がみられる。

瓦玉 (9) 大きさは 2.9x 2.4cm、厚さ 1.8cm。片面に格子叩きを残す。

42SX030灰褐色砂出土遺物 (Fig.17) 

士師器

杯 a(10、11) 10は底部切り離しが回転糸切り 。11は板状圧痕が残る。

瓦器

椀 (12) 復元口径 1O.5cm。外面と内面上部は回転ナデ。内面下半は丁寧なナデ。内面は黒色化する。

白磁

椀(13) 四類。

瓦類

平瓦 (14) 格子叩 I-Fで、「平」の文字瓦。

42SX030茶褐色土出土遺物 (Fig.17) 

瓦類
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軒平瓦(15) 端部の破片で、外区上部の珠文と凸線鋸歯文が確認できる。

平瓦(16、17) 16は格子叩 1-C-ao 17は格子叩 II-s。

42SX030茶灰色土出土遺物 (Fig.17) 

土師器

小皿 a(18~ 26) 復元口径 8.4 ~ 10. 9cm、器高1.0 ~ 1. 7cm、復元底径 5.6 ~ 8. 4cm。底部切り離しは、

摩滅も目立つがへラ切りと糸切りが混在している。18・23は口縁部に煤が付着する。

杯 a (27 ~ 31) 復元口径 12.8 ~ 16. 1cm、器高 2.4 ~ 3. 1cm、復元底径 9.0 ~ 13. 2cm。底部切り離

しは確認できるものは全て糸切りである。

椀 cX皿 c (32) 三角形の高台を貼付し、高台復元径 7.8cm。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒を多く含

み、黄褐色を呈する。

椀 c (33) 復元口径 9.5cm、器高 3.8cm、復元底径 4.Ocm。内外面とも摩滅する。胎土は精製され、

黄白色や淡樟色を呈する。

丸底亦 a (34) 復元口径 17.0cm、器高 3.3cm、復元底径 10.0cmo 内面はヨコナデの後ミガキを施す。

外面下部に押し出し痕があり、外面底部には板状圧痕が残る。

瓦器

小皿 a (37) 復元口径 10.0cmo 内外面は摩滅するが、灰色を呈する。

椀 c (36) 復元高台径 7.6cm。体部中位に僅かに段を有する。内外面とも摩滅し、色調は黒灰色や淡

黄色を呈する。

須恵質土器

鉢 (37) 口縁部で、外面端部は黒灰色、その他はやや明るい灰色を呈する。胎土は砂粒を僅かに含

むが精製されている。東播系。

白磁

小椀 (38) 復元口径 2.5cm、器高 2.35cm、復元底径 0.8cm。胎土は砂粒をほとんど含まず精製され、

淡灰褐色を呈する。内外面とも白青色紬を全面に施す。

土製品

輸羽口 (39) 先端部で径 6.5cm程に復元できる。端部は熱で融解し黒色化する。その他の色調は赤

茶色や灰黄色を呈する。胎土は白色砂粒を多く含む。

石製品

石鍋加工品 (40) 石鍋の二次加工品とみられ、石鍋製作時の縦方向のケズリ痕が残る。二次加工と

して断面部を 2ヶ所ケズリ加工し、 2ヶ所に円孔を穿っている。

瓦類

軒平瓦 (41) 外区の珠文部分で、その他は欠損。焼成やや不良で土師質である。

平瓦 ・丸瓦 (42~ 47) 42は格子叩 1-B-b、43は格子叩 1-C-a、44は丸瓦で格子叩 1-C-b、格子に混

じって蜘妹の巣状の格子を施す。45・46は格子叩 1-C-c、45は丸瓦、47は格子叩 1-Fで「平井」の文字瓦。

瓦玉 (48) 大きさは 3.2x 2.8cm、厚さ1.9cm。表裏ともナデである。

42SX030青灰色土出土遺物 (Fig.17) 

土師器

小皿 a (49 ~ 52) 復元口径 9.0 ~ 10. 5cm、底部切り離しは摩滅が目立ち不明瞭だが、へラ切りと糸

切りが混在するようだ。色調は淡樫白色を呈する。

均二 a (53、54) 復元底径 11.2cmと12.2cm。底部切り離しは回転糸切り 。色調は淡櫨白色を呈する。

口
白ワム

54は胎土に金雲母を多く含む。

瓦類

平瓦 ・丸瓦 (55~ 59) 55は平瓦で格子叩 1-B-bに陰刻の「平井」の文字瓦、 56は丸瓦で格子叩

1-C-b、57~ 59は格子叩 1-C-cで、 59のみ丸瓦。

42SX030灰色粘土出土遺物 (Fig.18 ~ 23) 

土師器

小皿 a (1 ~ 47) 復元口径 7.8 ~ 11. Ocm、器高 O.85 ~ 2. 05cm、底径 5.7 ~ 8. 8cm。底部切り離しは

へラ切りと糸切りが混在し、板状圧痕を残すものもある。摩滅しているものも多いが、内外面とも回転

ナデで、内面底部はナデ調整される。

杯 a (48~63) 復元口径 13.3 ~ 17. 8cm、器高1.8 ~ 2. 75cm、底径 8.5 ~ 14. Ocmo 口径の大きさは

48 ~ 51と52~ 57と大きく 2種に分けられる。底部切り離しは回転へラ切りと回転糸切りが混在して

いる。全体的に摩滅気味である。

丸底杯 a (64 ~ 71) 復元口径 15.0 ~ 16. 6cm、器高 2.3 ~ 3. 3cm。全体的に摩滅が目立つが、内面

に僅かにミガキ bや下半部に回転へラ切り後に底部が押し出され、僅かに指頭圧痕が確認できる。

椀 c(72、73) 72は外にやや跳ねた高台で高台径 6.5cm。底部には板状圧痕のような痕跡が残る。

色調は淡褐色を呈する。73は復元高台径 8.6cm。焼成不良で内外面とも摩滅している。色調は白灰色を

呈するo

大椀 c (74) 高い高台を貼付し、高台径 11.4cm。体部内外面ともナデ調整。胎土は白色砂粒・樫色粒・

雲母を含み、色調は淡黄樺色を呈する。焼成良好。

大皿 a (75) 器高 2.9cmほどの大皿。外面下半には板状圧痕が明瞭に残り、凸凹になっている。そ

の他内外面は摩滅し調整不明。胎土は O.3cm以下の白色砂粒を含み、色調は淡褐色を呈する。

黒色土器

椀 c (76) 高台径 4.4cm。内外面とも黒色を呈し、内面にはミガキ Cが確認できる。胎土は白色粒や

黒色粒を含む。s類。

瓦器

椀 c (77) 方形の低い高台を貼付し、復元高台径 6.7cm。外面中位に浅い沈線状の段を有する。内面

は摩滅するが、ミガキのような痕跡が確認できる。外面は摩滅するがヨコナデか。色調は内外面とも暗

灰色を呈する。

白磁

椀 (78~ 80) 78はV類。79はIV-la類。80は若干上げ底風の底部で、復元底径 5.6cm。紬は光沢

のある半透明紬を内外面に施し、高台畳付は軸を掻き取る。内面中央付近が露胎で淡樫色を呈する。

皿 (81、82) 81はVI-lb類。82はVI-1類。

中国陶器

盤 (83) 口縁部を折り曲げ肥厚させる。胎土は白色砂粒を多く含み、燈褐色を呈する。内外面とも

回転ナデで、茶褐色紬が口縁部と内面に点々と残る。

壷 (84) 復元底径 9.8cm。外面は回転ナデのあと緑灰色軸を施紬する。底部外面は回転へラケズリ

で露胎。内面は強い回転ナデで、緑灰色軸がまだらに残り、底部は露胎である。胎土は微細な白色砂粒

や茶褐色粒を多く含む。

土製品

輸羽口 (85~ 88) 85・87・88は端部付近で外面は被熱で黒褐色を呈し、融解している。胎土は白
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色砂粒を多く含み、樫茶色や茶褐色を呈する。85の胎土にはスサ痕が残る。86は端部近くで、復元体

部径 8.2cmである。外面は被熱で融解し黒灰色を呈する。

瓦類

軒丸瓦 (98~ 104) 98・99は中房が 1+4で、中房と珠文の突出が目立つ。複弁状だが輪郭の消失し

ている。100は珠文の突出が目立つ。101は単弁の錆弁である。102は複弁で、 外区にやや楕円形の珠

文を作り、外縁は素文である。103は単弁で、外区に唐草文のような流雲文を施す。104は単弁重弁で

菊花状になるとみられる。

軒平瓦 (105~ 111) 105は偏行唐草文の子葉の先端が点状になる。下外区は鋸歯文、上外区は珠文

を施す。106・111は摩滅が目立ち、外区の凸鋸歯文が確認できる程度である。107は摩滅が目立つが、
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42SX030灰色粘土出土遺物実測図③(1/4)

108・110は偏行唐草文で、外区には凸

Fig.20 

唐草文を施し、下外区は鋸歯文、上外区は珠文を施している。

線鋸歯文を施す。109は偏行唐草文で、外区は凸鋸歯文。

122)、1-B-b (123 "-' 

の文字瓦。

平瓦 ・丸瓦

叩き目で分類し報告する。

側面はへラ切りし、凹面には布目痕が残る。

1-A-a (114"-' 116)、1-A-b (117"-' 120)、1-B-a(121、

の文字瓦。1-C-a (130 "-' 138) で、 132は 「平井瓦」

縄目叩 (112、113)

格子叩 (114"-'179) 

129) で、 125は 「賀茂」 135 "-' 138は

148は蜘昧の巣状の文字瓦、145には「川、」で、トC-b(139"-' 151) 格子に混じって雲文がみられる。
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Fig.24 42SX035出土遺物実測図① (1/3)

の格子を施す。149"-'151は 「介」の文字瓦。 1-C-c (165 "-' 179) で、 165には格子に混じって四葉文

がある。167には格子に混じって蜘昧の巣状の格子を施す。I-D (152、153)、I-E (154、155)、I-F(156 

"-' 159) で、 157"-' 159は「平井」の文字瓦。 II-A (160)、II-B (161)、 II-C (162、163)、斜行叩(164)。

埠 (89) 小片で胎土は白色砂粒を多く含み、内部は黒色で外面は灰褐色を呈する。 外面はナデ調整

が見られる。焼成良好。

不明瓦製品 (90、91) 90は欠損しているため、全容が掴みにくいが、鬼瓦のような瓦の一部の可能

性が考えられる。表面には輪状の押し形があり、それ以外はナデ調整される。胎土は白色砂粒や黒色粒

を多く含み、焼成は良好で、灰色を呈する。91は何か鬼瓦のようなものの端部とみられる。表面と背

面はナデ調整。胎土は O.5cm以下の白色砂粒を多く含み、黒色粒も少量含む。焼成は良好で灰色を呈す。

瓦玉 (92"-' 97) 92は 2.5x 3.0cm、厚さ 2.0cmo93は 2.1X 2.3cm、厚さ 1.7cmo 94は 2.6X 2.4cm 

厚さ 1.9cmo 95は 2.5x 2.0cm、厚さ 2.6cmo96は 2.7x 2.7cm、厚さ 2.05cmo97は 2.8x 2.8cm、厚さ
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Fig.25 42SX035出土遺物実測図② (47・48は 1/3、1/4)

2.4cm。

42SX035出土遺物 (Fig.24・25)

土師器

小皿 a (1 "-' 9) 復元口径 9.1 "-' 10. Ocm、器高 O.95 "-' 1. 5cm、復元底径 6.3 "-' 8. 2cm。底部切り離し

は、 8が糸切りで、それ以外はへラ切りである。色調は淡灰色や淡黄白色などを呈する。

皿 a(10) 復元底径1O.9cm。底部切り離しは回転糸切り 。胎土は O.2cm以下の砂粒を含み、茶褐灰

ウ

i
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J
 



色を呈する。内外面摩滅し調整不明。

杯 a (11 ~ 21) 復元口径 12.0 ~ 14. 4cm、器高 2.4 ~ 2. 45cm、復元底径 8.3 ~ 1l. Ocm。底部切り離

しは回転糸切り 。板状圧痕を残すものもある。

丸底杯 a (22 ~ 24) 復元口径 13.4 ~ 16. 4cm、器高 3.0 ~ 3. 8cm。全体的に摩滅が目立つ。22は体

部外面中位に沈線が巡る。

緑軸陶器

蓋 (26) 復元口径 8.7cm。胎土は精製され微細な砂粒を僅かに含み、薄い灰色を呈する。内外面に

薄い縁色粕を施し、細かな貫入が入る。外面上部には線刻で文様が施されている。

白磁

椀 (25) II-1類。

土製品

不明土製品 (27) 胎士は 0.4cm以下の白色砂粒を多く含み、焼成は良好で瓦質の淡灰色を呈する。

この土製品は何かから剥落したような面を持っている。全体的にナデ調整されるが、実測図の左側の図

は、剥落した面に沿う形でナデが蛇行しているため、何か波打つような本体に接合していた可能性が高

い。右図はナデ調整されるが、横方向のナデのような痕跡もあり、左図に比べかなり平坦に仕上げている。

瓦類

軒丸瓦 (28、29) 28は中房が 1+4で、複弁。色調は白灰色を呈する。29は外区の珠文部分で、粘土

の接合部分で剥落している。

軒平瓦 (30) 肩行唐草文は確認できる。周縁は素文とみられる。

平瓦 ・丸瓦 (31~ 46) 31 ~ 36は格子叩 I-C-bで、 31と33は格子に蜘昧の巣状の格子を施す。35

は陰刻の「口井瓦Jの文字瓦。36は「介」の文字のある丸瓦。37~ 46は格子叩 I-C-cで、 44~ 46は

丸瓦、それ以外は平瓦。40は「小口瓦」の文字瓦。

瓦玉 (47、48) 47は大きさ 2.2x 3. 1cm、厚さl.8cmo 48は大きさ 2.8x 3. 1cm、厚さ 2.1cm。

整地および堆積層

42SX093出土遺物 (Fig.26) 

肥前系磁器

角皿(1) 一辺 5.5cm、器高 l.5cm、高台幅 3.1cmo 白色の素地に光沢のある透明紬を薄く施し、内

面底部に呉須で文様を描く 。近代以降。

皿 (2) 復元高台径 5.1cmo白色の素地に内外面に透明紬が施され、高台畳付は粕が拭き取られている。

全体的に貫入があるが、外面の方が特に多い。内面底部には呉須で文様を描く 。

42SX002灰褐色土出土遺物 (Fig.26) 

白磁

椀 (3) 体部屈曲部分で、胎士は微細な黒色粒を含み白色を呈する。内外面は白青色紬を施し、内面

にうっすら暗文のような唐草文状の文様を施す。枢府窯と推測される。

国産陶器

椀 c(4) 胎士は微細な白色砂や金雲母を含み、淡茶色を呈する。内面は黄茶色軸、外面は淡緑色紬

を施す。高台畳付は露胎である。

国産磁器

ミニチュア (5) 高台径 2.3cm。白黄色の素地に白緑色軸を内外面に施し、高台畳付から内側は露胎。

皿 (6、7) 6は復元口径 9.4cm、器高 2.8cm、復元高台径 3.4cm。 白色の素地に透明紬を施す。高台
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Fig.26 第 42次調査整地・堆積層出土遺物実測図① (1/3、五は 1/4)

畳付は露胎。7は口径 10.6cm、器高l.7cm、高台径 6.6cm。内面には主に朱色で扇子や草花が描かれ、

一部に黄色や緑色を用い描いている。近代以降。

肥前系磁器

小椀 (8) 口縁部は僅かに外反させる。内外面には白色の素地に透明紬を掛け、外面に薄青色で文様

を描く 。

椀(9) 復元口径 6.8cm。白茶色の素地に透明軸を全面に施し、内面口縁部には暗青色紬で圏線を描く 。
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外面にも文様を描く 。

金属製品

鉱津 (10) いわゆる椀型津といわれるもので、大きさは 8.5X 7.9cm、厚さ 3.4cm。茶褐色を帯びる。

瓦類

軒丸瓦(ll) 単弁の素弁で、外区に庸草文状の流雲文を巡らす。外縁は素文。瓦当面以外はナデ調整。

軒平瓦(12) 均整唐草文で、上外区には楕円形の珠文、下半には凸鋸歯文を巡らす。凹面には布目痕、

凸面には縄目が残る。側面部はヘラ切り。 胎土は 0.4cm以下の白色砂粒や金雲母を多く含む。

42SX089 出土遺物 ~Fig. 26) 

肥前系磁器

猪口(13) 内外面に薄く透明紬を施し、外面には呉須で文様を描く 。全体に貫入が入る。胎士は砂

粒を僅かに含むが精製され、白色を呈する。

国産陶器

椀(14) 胎土は白色細砂粒を含み淡い褐色を呈する。内外面とも薄く施軸される。内面は化粧士で

白色文様を描き出している。

黄茶色土出土遺物 (Fig.26) 

土師器

小皿 a (15、16) 15は復元口径 6.8cmo 16は復元口径 7.8cm。底部切り離しは回転糸切りで板状圧

痕を残す。

亦 a(17、18) 17は内面に漆が僅かに付着する。底部切り離しは回転へラ切り。色調は淡樺色を呈す。

18はやや丸味を帯びた体部で、外面下半が回転へラケズリ、それ以外は回転ナデ。色調は燈白色を呈す。

黒色土器

椀(19) 口縁部を僅かに外反させる。磨滅するが内面にはミガキが残る。A類。

灰紬陶器

壷 (20) 内面には深緑色紬を施し、外面頚部は回転ナデの後薄い透明紬で一部深緑色軸が残る。胎

士は微細な黒色粒を多く含む。

茶黄色土出土遺物 (Fig.26) 

瓦類

平瓦 (21) 格子叩 I-C一c。

丸瓦 (22) 格子叩 I-C-c。

42SX084出土遺物 (Fig.26) 

土師器

小皿a(23) 底径5.6cm。底部切り離しは回転糸切りで板状圧痕残る。胎士は精製され黄褐色を呈する。

瓦質土器

播鉢 (24) 内面と口縁部外面はヨコハケ、外面下半は指頭圧痕が残る。内面に摺り目が僅かに残る。

胎土は白色砂粒を少量含み、焼成やや不良で淡白褐色を呈する。

土師質土器

鉢 (25) 口縁部は僅かに肥厚させる。内面ヨコハケ、口縁端部はヨコナデ、外面下半は指頭圧痕が残る。

0.2cm以下の白色砂粒をやや多く含み、内面淡樟褐色、外面暗灰色を呈する。

鍋 (26) 内面には指頭圧痕に細かなヨコハケを施す。外面はうっすらとタテハケが残り、鍔より下

には煤が付着する。胎土は砂粒を少量含み、淡褐色を呈する。
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42SX037茶灰色土
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Fig.27 第 42次調査整地・堆積層出土遺物実測図② (1/3、五は 1/4)

o 52 
O 

10cm 

国産陶器

聾 (27) 常滑産とみられる聾で、胎士は暗灰色を呈し、回転ナデの後内外面に茶褐色粕をかける。

皿 (28) 胎土は精製されているが、砂粒を少量含み、淡い灰色を呈する。内外面には緑灰色がかっ

た透明軸を施す。全体に貫入が入る。口縁端部は使用によって紬が剥落する。
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マ段三重在三フ;2時 1わえ鉢 (29) 胎土は赤褐色で、外面は回転ナデで、上半部は施紬する。内面は茶褐色紬に白色士で波状

文などを描く 。外面上半部は灰茶色軸が施されている。

龍泉窯系青磁
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42SX033問茶色土

42SX037明茶色土出土遺物 (Fig.27) 
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第 42次調査整地・堆積層出土遺物実測図③ (1/3、五は 1/4)

この遺物が出土する SX045の西隣付
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68 瓦質土器

湯釜 (35"-' 37) 胎土は 0.2cm以下の砂粒を多く含み、色調は暗茶灰色や茶灰色を呈する。 35の頚

部内外面はヨコナデとナデ調整、体部の外面はミガキ c、内面はヨコハケを施す。36は頚部内面が細か

いハケ、体部は組いハケ調整。外面は低い突帯が巡り、ミガキ C を施す。37の頚部外面は縦方向のミ
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火鉢 (44) 復元底径 30.4cm。高さ 0.2cm程の断面台形の突帯を巡らす。内面は黄茶褐色で、全体的

に磨滅し、焼成時に器面がぶつぶっと破裂している。 しかし、横方向のミガキのような痕跡を残す。外

面は灰色を呈し、磨滅して調整不明瞭だが、ヨコナデのように思える。胎土は金雲母を多く含むが精製

一一ト

一一Z
ト

一一
り
ふ
に
士
、
、

一一一一ニ一正『¥二一一一ナ

されている。

国産陶器(肥前系陶器)

椀 (45) 高台ケズリ出しで高台径 5.3cm。胎士は細かい白色砂粒を含み、茶褐色を呈する。内外面

とも緑黄茶色紬を施すが、発色が悪く、軸ムラで青白色や黄白色の部分がある。外面下半から高台内面

ロ縁端部のみ淡茶色を呈する。

Fig.28 

47は白灰色の素地に透明紬を施す。

肥前系磁器

椀 (48) 乳白色の素地の内外面に鮮やかな呉須で文様を施す。

椀 (30) IVイ類。 白灰色の素地にやや青味がかった緑色紬を施し、内面底部に文様、外面には蓮弁

を描く 。高台畳付は一部紬を拭き取り、高台内面は露胎。

瓦類

軒平瓦 (31) 文様の形状は分からないが、外区の凸鋸歯文が残る。

平瓦 (32"-' 34) :32は格子叩 I-C一c。砂粒を多く含み暗灰色を呈する。33は格子叩 l-C-cで、格子

に混じって四葉文がある。色調は淡褐色を呈する。34は格子叩 I-C-cで、格子内を一部二重にする。

凹面に布目痕があり、焼成良好で、やや暗い青灰色を呈する。

42SX037茶灰色土出土遺物 (Fig.27)

42SX033茶灰色土

h;; 

椀 (40) 高台はケズリ出しで、復元高台径は 5.2cm。胎土は O.lcm以下の白色砂粒を多く 含み粗い。

内外面とも緑灰色紬を施し、貫入が多く入る。外面下半は露胎である。唐津焼。
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ガキ調整。内面はヨコナデ。

火鉢 (38) 内面はヨコナデで燈褐色の付着物が付く 。外面は全体的に磨滅している。胎土は O.2cm 

以下の白色砂粒を多く含み、黒灰色を呈する。

灯龍 (39) 底部部分で、胎土は白色砂粒を多く含み、茶灰色を呈する。内外面はナデ調整される。

国産陶器(肥前系陶器)

瓦質土器

播鉢 (41) 内面に摺り目を 5本づっ施す。外面は磨滅が目立つ。胎土は淡黄白色を呈する。

片口坪 (42) 口縁部で全形が不明だが、比較的浅いもので、口縁部が片口になっている。 口縁部が

ヨコナデ、内面はヨコハケ、外面はタテハケで煤が付着する。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒を多く含み、

暗灰色や暗撞茶色などを呈する。

鉢 (43) 内面と底部外面はナデ、外面は磨滅するが、

や樺色粒を含み、淡明灰色を呈する。

高台以外は乳白色の素地に淡水色紬を全面に施す。

42 

タテハケや指頭圧痕が残る。胎土は白色砂粒

46は小型の椀で、高台ケズリ出し。

まで露胎である。唐津焼。

国産磁器

椀 (46、47)



近は SX037で唯一近代の遺物が多く、混入と考えられる。

瓶 (49) 胎土は淡明白色を呈し、内面回転ナデで露胎、外面は呉須で草花文を描く 。

瓦類

平瓦 (50、51) 50は格子叩に「佐」の文字瓦。51は格子叩 II-C、凹面は布目痕。

金属製品

鉄釘 (52) 縦 10.8cm、幅 2.2cm、厚さ1.3cm。全面錆ついている。

42SX108出土遺物 (Fig.27) 

土師器

小皿 a(53 ~ 55) 復元口径 7.6 ~ 10. Ocm。底部切り離しは回転糸切りと回転へラ切りである。

土師質土器

鉢×鍋 (56) 内面はヨコハケ、外面は煤が付着する。胎士は 0.2cm以下の砂粒を多く含み暗撞色や

茶灰色を呈する。

龍泉窯系青磁

椀 (57) I -4b類。

42SX015ウラゴメ出土遺物 (Fig.28)

肥前系磁器

椀 (58) 復元口径 10.2 ClD、白灰色の素地に、青灰色粕で、内面には圏線、外面には草花文が描く 。

土製品

瓦類

平瓦 (68) i平井瓦屋」の左宇の文字瓦。焼成良好で、灰色を呈する。

ガラス製品

目薬瓶 (69) 高さ 6.25cm、横 2.9cm、厚さ1.7cm。体部に「大撃目薬Ji参天堂薬房Jと陽刻している。

現在の参天製薬株式会社製のもので、明治 40年から大正 2年の間で製造されていたものという。

42SX033茶灰色土出土遺物 (Fig.28) 

土師質土器

播鉢 (70) 口縁部付近を肥厚させる。内面は 5本 /2cmの摺り目とナデ調整、外面は全体的に磨滅す

るが指頭圧痕を残す。胎土は O.1cm以下の白色砂粒を多く含み、暗黄茶色等を呈する。

瓦質土器

仏具 (71) 裾部復元径は 10.8cm。内面は回転ヘラケズリ後縦方向の工具痕を残す。外面はヨコナデ

のあと黒色に塗られていたようで、部分的にその痕跡を残す。上部は欠損し接合のために施した刺突痕

が残る。胎土は微細な白色粒や茶色粒を多く含み、暗灰茶色を呈する。花立のようなものと推測される。

国産陶器(肥前系陶器)

皿 (72) 口縁部が波形の皿で、胎土はやや粗ぐ淡茶灰色を呈する。内外面に淡灰緑色紬を施し、全

体に貫入が入る。唐津焼。

椀 (73) 復元高台径 6.8cm。胎土は精製され、淡灰色を呈する。内外面は淡緑灰色紬を施すが、白

土を刷毛塗りし同心円状の文様をなす。高台畳付は露胎。紬との境目は茶褐色を呈する。朝鮮産の粉青

沙器か。

肥前系磁器

椀 (74) 灰白色の素地に透明紬を施し、内外面に暗青灰色で文様を描く 。

瓦類

軒平瓦 (75) 文様はかなり崩れた唐草文で、外区は上下とも珠文である。色調はやや明るい淡灰白

色を呈する。

42SX033明茶色土出土遺物 (Fig.28)

土師質土器

湯釜 (76) 内面は細いヨコハケ、外面は鍔より下は、細かいタテハケやナナメハケを施す。胎土は

O. 2cm以下の白色粒や微細な黒色粒や雲母を含み、淡灰黄色等を呈する。

播鉢 (77、78) 77は口縁部を肥厚させる。内面はナデのあと摺り目を施す。外面はナデ調整され、

指頭圧痕を僅かに残す。胎土は砂粒を多く含み淡黄樫色を呈する。78は口縁部に向かつて肥厚した体

部で、内面はヨコハケの後摺り目を施す。外面は指頭圧痕とタテハケを施し煤が付着する。胎土は微細

な砂粒や雲母を多く含み、暗灰茶色を呈する。

鉢 (79~ 81) 79・80は口縁部を折り曲げ肥厚させる。内面は丁寧なナデ、外面は指頭圧痕が残り、

全体に煤が付着する。胎土は O.1cm以下の白色砂粒や雲母を多く含み、淡樟灰色を呈する。80には内

面にも一部煤が付着する。81は口縁部を折り曲げ肥厚させる。内面は丁寧なナデ、外面には指頭圧痕

が残る。胎士は白色砂粒を多く含み樺色を呈する。

須恵質土器

壷 (82) 丸い体部に口縁部を短く直上させる。外面はナナメハケ、内面はヨコハケの後ナデ調整さ

れる。口縁部はヨコナデ。焼成良好で淡明白色や灰色を呈する。

龍泉窯系青磁

トリベ (59) 胎士は O.2 ClD以下の白色砂粒を多く含み、淡灰色などを呈する。外面には指頭圧痕が

残り、細かな気泡を見られる。内面には撞褐色の付着物がある。

42SX032出土遺物 (Fig.28) 

国産陶器(肥前系陶器)

椀 (60) 高台はケズリ出しで、復元高台径 5.2cm。胎土は微細な白色砂粒や茶色粒を多く含み、淡

黄茶色を呈する。体部内外面には暗緑色紬を施し、細かい貫入が入る。高台とその内側は紬が点在する

が露胎で樫褐色を呈する。唐津焼。

肥前系磁器

椀 (61) 復元高台径 3.8cm。 白灰色の素地に淡水色紬を全面に施し、呉須で内面底部や高台外面に

圏線を描く 。高台畳付は紬を掻き取る。

42SX086出土遺物 (Fig.28) 

土師器

脚付皿 (62) 脚は手担ね成形され、欠損しているが三脚と推測される。色調は淡白燈色を呈する。

全体的に磨滅する。

肥前系磁器

皿 (63) 口径 9.0cm。砂粒を含む白色の素地の内面に呉須で文様を描く 。 口縁端部は使用で紬が剥

落する。

椀 (64、65) 64は白色の素地に透明軸を施し、外面に薄青色で文様を描く 。65は復元高台径

4. Ocm。微細な白色粒を含む素地で、外面には鮮やかな呉須のスタンプで文様を施し、内面にも文様と

圏線を描き、全体にやや青味のある透明軸を施す。高台畳付は紬を拭き取る。近代以降。

花瓶 (66) 白色の素地に、外面は深紺色で蛸唐草文を施す。内面は回転ナデで露胎。

仏飯器 (67) 脚部で底径 4.9cm。内面は露胎。外面は朱色で圏線を描き透明粕を施す。近代以降か。
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Fig.29 第 42次調査整地・堆積層出土遺物実測図④ (1/3、98は 1/4)

椀 (83) Nウ類。軸は淡緑色で、高台内面の一部の紬を拭き取っている。

国産陶器

椀 (84、85) 84は高台ケズリ出しで、復元高台径 4.8cm。白色砂粒を多く含む淡樫色土の素地の内

外面に淡灰茶色紬を施すが、外面下半および高台とその内面は露胎。唐津焼。85は復元高台径 5.7cm。

樫白色の素地の内外面に明茶色紬を施し、細かい貫入が入る。高台畳付は紬を掻き取っている。

42SX075出土遺物 (Fig.29)

瓦質土器

火鉢 (86) 底部に脚を貼付する。内面には指頭圧痕が僅かに残る。外面は磨滅し調整不明。胎土は

白色砂粒を含むが精製されている。断面黒色で、内外面とも暗黄灰色を呈する。

土師質土器

播鉢 (87) 復元底部径 14.2cm。外面は磨滅し調整不明。内面に 3本 /cmで、摺り目を施す。胎土は金

雲母をやや多く含み、内面は茶褐色、外面は黄茶色を呈する。

国産陶器(肥前系陶器)

椀 (88) 復元口径 8.4cm。胎土は精製され黄白色を呈する。内外面とも白色に近い黄緑色紬を施し、

細かい貫入が入る。唐津焼?。

土瓶 (89) 復元口径 8.2cm。 口縁部に向かつてすぼまり、口縁端部はやや肥厚させる。口縁端部上

部は露胎。内面は僅かに光沢がある明茶色紬で、下半は露胎。外面はやや光沢のある暗茶色軸を施す。

胎土は淡茶色を呈する。

壷 (90) 口縁部を 2段に作り、復元口径 7.1cm。胎土は精製されているが金雲母を多く含む。内外

面とも緑色粕を施す。

肥前系磁器

皿(91) 復元口径 8.8cmo 内外面に白青色紬を施し、内面には鮮やかな呉須で文様を施す。近代以降。

椀 (92'""-' 97) 92は復元口径 11.2 cm。内面上部に呉須で文様を描く 。93は外面に花文を施す。94

は復元口径 10.6 cm。胎土は淡灰色を呈する。外面には淡青色で文様を施す。内外面には大きな貫入が

入る。95は復元口径 8.2cm。全面白青色に施軸され、外面に淡青色で草花文を施す。96は外面に淡青

色で文様を施す。97は内外面とも薄青白色紬を施し、淡青色軸で内面圏線を、外面には文様を施す。

瓦類

46-

軒丸瓦(98) 単弁素弁で、外区には唐草文状の流雲文が施される。周縁は磨滅するが素文とみられる。

地盤およびトレンチ

42SX104出土遺物 (Fig.30) 

土師器

椀(1) 口縁部をやや外反させる。焼成はやや不良で淡樟白色を呈する。調整は磨滅し不明。

瓦類

軒丸瓦 (2) 外区に珠文があり、外縁は素文。色調は淡黄灰色や暗灰色を呈する。

丸瓦 (3) 格子叩n-8。焼成やや不良の土師質で暗黄燈色を呈する。

灰褐色土出土遺物 (Fig.30) 

須恵、器

杯 a(4) 復元底径 8.4cm。焼成良好で淡灰色を呈する。

土師器

坪 a (5) 底部は凸レンズ状になり 、板状圧痕を残す。胎土は金雲母を多く含む。

脚付皿 (6) 復元口径 11.8cm。全体的に摩滅し、脚は 1ヶ所残存する。胎土は金雲母を多く含み、

白黄色を呈する。

椀 c(7、8) 7は底部端に高台を貼付し、復元高台径 8.2cm。黄白色を呈する。8は高台径 8.6cm。

やや丸い体部で暗黄色を呈する。

大椀 c(9) 復元高台径 10.5cm。摩滅するが内面は不定方向のナデのようだ。胎土は白色砂粒や金雲

母を多く含み、暗黄褐色を呈する。

瓦類

軒丸瓦(11) 単弁 重弁 一複子葉弁。蓮子は 1+6で、沈線で作る。表面はやや全体的に変形している。

色調は淡灰色を呈する。

平瓦 (10) 格子叩n-c。
42SX070黒灰色土出土遺物 (Fig.30) 

須恵器

蓋 c(12) 外面回転ナデ、内面ナデ調整。色調は淡灰色を呈する。13とは同一個体の可能性がある。

蓋3(13) 口縁端部を僅かに曲げている。復元口径 13.8cm。外面上部はナデ調整、内面上部はナデ調整、

それ以外は回転ナデ。色調は淡灰色を呈する。

杯 a(14) 復元口径 13.Ocm。内外面とも回転ナデ。焼成良好で色調は淡灰色を呈する。

坪 c(15 '""-' 18) 15は復元口径 12.9cm。底部はへラ切り後未調整で低い高台を貼付する。焼成良好

で灰色を呈する。16は復元口径 14.9cm。底部端に低い高台を貼付する。底部内外面ともナデ調整、体

部は回転ナデ。色調は灰色を呈する。17は底部端に方形高台を貼付する。復元高台径 12.2cmo 18は低

い高台を貼付し復元高台径 8.0cmo 底部内外面ともナデ調整、体部は回転ナデ。色調は淡灰色を呈する。

鉢 (19) 胎土は O.05cm以下の白色砂粒を含むが精製され、灰褐色を呈する。内外面とも回転ナデ。

東播系。

土師器

罫 a(20、21) 2点とも磨滅し調整不明。胎土は金雲母を多く含み、色調は白黄色を呈する。

椀 c(22、23) 22は高台径 6.8cm。色調は白黄色を呈する。内外面磨滅。23は復元高台径 10.8cm。

色調は淡樺色を呈する。

黒色土器
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Fig_ 30 第 42次調査基盤層・トレンチ出土遺物実測図 (1/3、五は 1/4)

椀 c(24) 復元高台径 9.Ocm。内面にミガキ cがあるが殆んど磨滅する。

瓦類

平瓦 (25、26) 2点とも格子叩 1-C-b。色調は白灰色や黄白色を呈する。

-48 -

27 

丸瓦(27、28) 27は格子叩 1-C-b。色調は灰茶色を呈する。28は格子町 1-C-a。色調は淡灰茶色を呈す。

Bトレンチ出土遺物 (Fig.30) 

土師器

壷 (29) 体部内面はヘラケズリ、外面磨滅。頚部内外面はヨコナデ調整。胎土は 0.4cm以下の白色

砂粒を多く含み、櫨褐色を呈する。

Cトレンチ出土遺物 (Fig.30)

瓦類

平瓦 (30) 格子叩 B-aに「平井瓦」を施す文字瓦。

D卜レンチ出土遺物 (Fig.30)

須恵器

蓋 (31) 外面上半部は回転ヘラ切り未調整。内面上部は不定方向のナデ、それ以外は回転ナデ。焼

成良好で色調は灰色を呈する。

坪 c(32) 若干外に跳ねた高台を貼付する。内面底部は不定方向のナデ、外面底部は回転へラケズ

リ後ナデ、体部は回転ナデ調整。色調は灰褐色を呈する。

瓦類

平瓦 (33) 格子叩 1-C-b。色調は内外面が黄白灰色で、芯部分は黒色を呈する。

丸瓦 (34) 格子叩 1-0。色調は淡黄灰色を呈する。

遺構検出時出土遺物

茶色土出土遺物 (Fig.31) 

土師器

小皿a(1 ~ 5) 復元口径 7.2~7.8cm。 底部切り離しは 2 が不明瞭だが、それ以外は回転糸切りである。

色調は燈灰色を呈する。

杯 a(6 ~ 10) 復元口径 12.0 ~ 12. 2cm。底部切り離しは回転糸切りである。7・8は体部に丸味を持つ。

瓦質土器

脚部(11) 花立のような仏具の脚部と推測される。復元裾部径は 9.6cm。胎土は微細な砂粒を多く

含み淡灰茶色を呈する。内外面ともヨコナデ調整。

鉢(12) 外面はへラケズリ後ナデ、内面はヨコハケを施す。胎土は砂粒を多く含み、暗灰茶色を呈する。

龍泉窯系青磁

皿 (13) 白灰色の素地に淡緑色紬を施す。内面に双魚文のような文様がうっすら確認できる。W類。

瓦類

平瓦(14、15) 14は格子叩 I-C-cの斜格子で、「小口瓦」の文字瓦。淡灰色を呈する。15は格子叩

I-C-cで、格子には四葉文を施している。色調は暗灰色を呈する。

瓦玉(16、17) 16は大きさ 2.5x 2.9cm、厚さ 1.9cmo 17は大きさ 3.25x 3.4cm、厚さ 1.7cm。

金属製品

飾金具(18) 全体的に錆で、緑青色を呈する。内面には何かを挟んだ快り込みがあり、上部の突出部

には 0.4cm程の円孔が穿たれている。縦 4.2cm、幅 4.4cm。

茶褐色土出土遺物 (Fig.31) 

土師質土器

播鉢 (19) 口縁部から内面にかけて煤が付着する。外面は指頭圧痕が残る。

火鉢×釜 (20) 貧弱な突帯を貼付する。胎土は精製され、内面の一部にヨコハケがあり、それ以外

-49 -
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底部は紬を輪状に掻き取る。高台とその内面は露胎である。

瓦類

軒丸瓦 (25) 複弁で外区には珠文を巡らす。焼成良好で暗灰色や淡灰黄色を呈する。

平瓦 (26-----28) 26は格子叩 I-B-bで、「平井瓦」の陰亥IJをした文字瓦。27は「小口瓦」の文字瓦。

28は格子叩 I-Fで、「平井」の文字瓦。色調は灰黄色や茶褐色を呈する。

表土出土遺物 (Fig.31)

土師質土器

鉢 (29) 復元口径 24.Ocm。外面は細かいタテハケ、内面は指頭圧のあとナナメハケ。胎士は O.3cm 

以下の白色砂粒を多く含み淡樺色を呈する。

湯釜 (30、31) 30は復元口径 15.2cm。焼成良好で淡黄灰色や暗灰茶色を呈する。頚部内外面はヨコ

ナデで、頚部下に沈線を巡らす。31は外面ミガキ c、内面は指頭庄のあとヨコハケ。頚部内面は細かい

ヨコハケ。焼成良好で灰茶色を呈する。

瓦類

軒丸瓦 (32) 単弁重弁の複子葉弁。焼成良好で色調は淡茶灰色を呈する。

25 

(5)調査まとめ

。土地の変遷

今回の調査地の時期変遷を以下のように推測する。

① 9世紀中頃の堆積層できる。

② 11世紀後半頃に整地し、基壇を伴う建物を建築

③ 12世紀中~後半に基壇東側埋没。建物も荒廃か?

④その後に礎石建物を再建。

⑤礎石建物は 13世紀中頃以降、遅くても 14世紀までには廃絶

⑥その後基壇西側が流出もしくは削平される。

⑦ 17世紀前半に整地し耕地化。

③近代に耕地の拡幅を経て現在に至る。

10cm -

32 

nu
 

Fhυ 

O 10cm 

①については、調査区中段の基壇下層にある SX070から 9世紀中頃前後までの遺物が出土する。ほと

んど未調査であるが、傾斜した堆積状況を示している。堆積層としたのは、調査地で 9世紀後半-----11

世紀中頃の遺物がほとんど見られないことから、整地を行い、建物を建てるなど、人が活動した可能性

が低いと考えたためである。炭を多く含んでいたため、 9世紀中頃に火災や焼却など大規模な事象があ

ったものと推測される。それ以前に建物があったかどうかは不明である。

②は、確認範囲が狭いため、不明瞭の部分が多い。約 2世紀にわたって活動の痕跡がなかったが、久

1
i
 

τ
D
 

Fig.31 第 42次調査遺構検出土層・表土出土遺物実測図 (1/3、五は 1/4)

はナデ調整。外面は灰黒色を呈する。

火鉢 (21) 胎士は精製され、内面ナデ、外面は磨滅する。内外面とも淡い灰色を呈する。

湯釜 (22、23) 湯釜の耳部分で、 22の内面は磨滅するが耳はナデ成形され、 O.7cm程の円孔を穿つ。

茶褐色などを呈する。23は内面指頭圧痕とヨコハケで、耳はナデ成形される。耳には O.7cm程の円孔

を穿つ。色調は黄灰色や灰褐色を呈する。

国産陶器

皿 (24) 高台ケズリ出しで、復元高台径 4.8cm。内外面には黄白色の素地に茶褐色粕を施し、内面



しぶりに活動痕跡がみられることである。中段で、平安後期埋没の SK055が検出された。これは SB001の

建物の復元範囲に入っており、平安後期には建物はなかったことを意味し、築造直前の遺構と推測され

る。また、基壇の南東付近で平安後期の整地層がある。この整地は基壇裏側に当たるため、この整地の

時期に基壇を伴う建物が造られたと推測した。

。④については、基壇東側の SX030に多量の土師器片が埋没している。その埋没時期が吋紀中頃

~後半である。また、 SX030の埋土に基壇の石材と同様の大きさの石が多くみられ、基壇が崩落してい

たことを物語っている。現存する礎石下の溝状遺構 (SX101・114・116) から、遺物量は少ないが 12 

世紀代の遺物が出土するtこれらのことから先代の礎石を掘り返し、据え直した結果と考えている。お

そらく基壇については、東側は埋没していたであろう。

⑤については、上段で検出された土坑 (SX059など)が、建物廃絶後の土坑と推測され、それらの出

土遺物が、 13世紀中頃"-'14世紀であること。その後の出土遺物が少ないことなどからも、この頃以降

に人の活動はほとんどなかったと推測する。

⑥は、 SX037で基壇が削平されているが、その範囲が不定形であり、 SX037の整地下層で耕作土など

は見つかっていないため、この場所で何かを行ったというより、自然流出もしくは採士によるものと推

測される。

⑦は、 SX033・037など大規模に整地が行われている。出土遺物から 17世紀前半であることから、耕

地化については弘治 3(1557)年大友宗麟が行った検地の影響があったのかもしれない。ただ、この整

地に際しては大石を含む多量の礁が投じられているのに対し、なぜか現在も残る礎石が除去されずに残

されている。また、 SX050などは基壇に平行するように石垣が造られているため、 SX033・037はもちろ

ん、 SX089を整地した頃は身舎の礎石や基壇の一部が残っていて、それが何を意味するものか理解され

ていて意図的に残された可能性もある。 しかし、中段が現在の形状になったと推測される近代には、礎

石の意味より、農地の方が重要だ、ったのかもしれない。

③は、 SX025や SX015の石垣を造り耕地拡大を図り、中段部の北側を拡大している。時期はその背後

から出土する遺物から近代以降と推測される。特に SX005や SX010の石垣が近世の耕地と異なる方向で

形作られている。それら石積みと調査区北側の高石垣が平行するため、同時に造られたか、先行して造

られていたどちらかを踏襲して造られたものだろう。

。建物について

建物については、前述のとおり 2時期あることを想定した。よって、この地には 11世紀後半"-'14世

紀代に建築物があったと推測されることから、文献に「大山寺Jや「有智山寺」と記載されていた時期

の建物とみられる。これらの建物の建築年代や規模については、未調査部分も多く、今回の報告では数

少ない状況証拠から導き出した結果が多いため、先々再調査等によって、より明確な結果が得られるも

のと考える。

建物の用途については、当時の記録に残されていないため不明だが、江戸時代前期の『竃門山旧記』

には「大塔、金堂、鐘楼、大講堂、僧房、食堂、文庫、経蔵、神社伽藍所々其跡猶存せり」と記されて

おり、宝満山の各所に伽藍が広がっていたことがわかる。調査地が小字「大門」という所に位置するが

構造的に門で、ないことは明らかである。 しかし、宝満山の入口で、脊振山系が見渡せるこの場所を選地し

建てられた建物は重要な用途であったことは間違いないだろう。また、この地が耕地化された 17世紀

前半には礎石が何を意味するのか認識されていた可能性もあることから、『竃門山旧記』に記された建

物のひとつであった可能性は十分考えられるだろう。
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表 1 第 42次調査遺構一覧表

S-番号 遺構番号 種目IJ 思上ほか 施工時期 埋没時期 地区

42SBOOl 礎石建物 現存礎石は最終建築物のもの。 12世紀中頃 14世紀頃存続 上段

2 42SX002 整地 上段西側lの整地。S-89→2 近代 上段西側

3 42SBOOlf 礎石抜き取り痕 日音灰色士 現代の撹乱 JI0 

4 ピット KI0 

5 42SX005 石垣 S-2に伴うもの 近代 I11~13 

6 ピット群 K9・10

7 ピッ ト 炭混じり K9・10

8 ピット群 K8 

9 42SX009 土坑 灰褐色土 14世紀以降 J8 

10 42SXOI0 石垣
. 

近代 I4~6 

11 土坑 茶灰色土 近世 J8 

12 撹乱 灰色土(耕作土) 近現代 K7 

13 ピット群 K7・8

14 ピット群 K8・9

15 42SX015 石垣 近代 中段

16 ピット I8 

17 ピット K8 

18 42SBOOl m 礎石抜き取り痕 黒灰色士入り 現代の撹乱 K5 

19 ピット群 灰色士(耕作土) 近現代 L5 

20 42SX020 石列 S-20→ 15 13世紀代。 近世? C6・07

21 士坑 ]7 

22 土坑 炭混じり S-101の一部か? K9 

23 土坑 炭混じり S-101の一部かっ KI0 

24 撹乱 暗灰色土 K5 

25 42SX025 石垣 近代 上段

26 1禽 平安前期。 C3 

27 土坑 平安前期。 C3 

28 ピット群 奈良時代。 C3 

29 土坑 平安後期。 G4 

30 42SX030 石敷と窪み 12世紀中頃~後半 JK3 

31 ピット 中世後期 G4 

32 42SX032 段落ち 17世紀代 EFG3~5 

33 42SX033 整地 礁の投げ込み 17世紀前半 F4~6 

34 42SX034 整地 SX020の裏込め 13世紀代。 C6 

35 42SX035 窪み S-30の南側、同のもの 12世紀中頃~後半 HI3 

36 42SX036 窪み 灰色土 中世 K5~7 

37 42SX037 整地 基壇西側削平後の整地。SX045西側で近代造物あり。 17世紀前半 中段西側

38 ピット群 L9 

39 42SX039 ピット群 17世紀 H7 

40 42SX040 基壇 基壇の石積み 11世紀後半つ 近世初期(最終埋没) 上段 ・中段

41 ピット群 H6 

42 土坑 黄茶色土 近世~ K6 

43 土坑 炭混じりの日音灰色土、 S-43→42 K6 

44 ピット群 S-36の下 K6・7

45 42SX045 石段 EF6・7

46 ピット群 L8 

47 ピット群 L7 

48 ピット群 平安 04 

49 土坑 平安時代 B4 

50 42SX050 石積み 近世 近代 08・9

51 ピット群 平安 B4 

52 ピット C4 

53 土坑 B3 

54 ピット群 平安 B3 

55 42SK055 士坑 炭混じり、磯多い 平安後期患没 H9 

56 ピット C4 

57 土坑 平安 03 

58 ピット 02 

59 42SX059 土坑 灰茶色土 14世紀~ L8~ 1 0 

60 42SX060 石列 近世ワ OE6・7
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61 42SX061 窪み 灰茶色土
13世紀後半~ JKI0 

62 42SK062 土坑
平安前期 L6 

63 42SBOOln 礎石抜き取り痕
L6 

64 ピット群 撹舌L?
L6 

65 42SX065 石積み
17世紀前半頃? I工戸日寺{I;:つ EF4・5

66 ピット群
K7 

67 土坑 S-36の下
K6 

68 ピット群
平安~ L7 

69 ピット群
L7 

70 42SX070 堆積層(整地7)中段の炭混じり層
9世紀中頃前後 中段

71 ピット
J7 

72 42SX072 ピット群 S-59の下
L8・9

73 土坑群 灰色土
GHll 

74 土坑

L8 

75 42SX075 1茸 砂層 S-45とS-60の問
江戸後期 近代 E6・7

76 42SX076 土坑 磯あり、 S-59の下
L9 

77 42SBOOlr 礎石抜き取り痕 磯多い。
LlO 

78 土坑 際多い
LlO・11

79 42SX079 ピット群 S-61の下
13世紀以降 KI0 

80 42SX080 石列 2~IJ 、 S-30内
平安時代 12世紀中頃~後半 K3・L3

81 ピット群 S-59の下
Kl0 

82 ピット群
K9 

83 42SX083 土坑 S-ldがS-83の上に載っている。S-114・116の上面
12世紀ワ K8 

84 42SX084 際堆積層 法函に磯層露出。
16~ 1 7世紀 GH12・13

85 42SX085 石段。
平安 12世紀中頃~後半 l]4 

86 42SX086 ウラゴメ S-15のウラゴメと同一 近代~
06~9 

87 ピット

H4 

88 42SX088 石敷。
C6 

89 42SX089 整地 石敷、 S-l向IJ平。S-2灰褐色土でも取上げ 17世紀~
I ~L ・1O~ 12

90 42SX090 石段。
G12 

91 ピット

L6 

92 ピット

III 

93 42SX093 整地 灰色土(耕作土つ) 近代~
I4~8 

94 ピット群
J9 

96 ピット
平安 J9 

97 ピット
J9 

98 ピット 灰色粘土
近世~ J9 

99 ピット群
12世紀 ~ J8 

101 42SXI0l 土坑 f茸状
12世紀 K8~10 

102 42SXI02 ピット
13世紀中頃前後 ]10 

103 42SXI03 ピット
平安後期~鎌倉時代 K7 

104 42SX104 整地層。 灰色土
平安 IlO 

106 整地層 明灰茶色土
平安。 I4~9 

107 ピット
]7 

108 42SXI08 堆積層 S-40西辺直上の整地
16世紀 GH12 

109 堆積層 S-20の西側
19世紀~現代 C07 

111 堆積層 S-15の下
江戸中期~ 中段

112 ピット群 明灰色土
H12 

113 ピット群

III 

114 42SX1l4 ピット群 炭混じり灰茶色土、 S-83の下、 S-116と同一つ
12世紀。 K8 

116 42SX116 土坑ワ 炭混じり灰茶色土、 S-83の下、 S-1l4と同ーワ
12世紀~ K8 

117 ピット群
平安 ~ K8 

118 ピット 礎石抜き取り。
F7・8

119 礎石。 礼堂の可能性のある礎石2個
F9・G5

黄茶色土 整地 S-89の下層。古い遺物含む。
上段西側

灰褐色土 堆積層(整地)
11世紀後半頃 中段

戸

h
u

ph
u
 



表 2 第 42次調査出土遺物一覧表

I主一一百 ----:iiiT破片

[基一一← ー 頼l破片

匡 師 器耳 l皿 a

穎巴亙笠豆、丸瓦(絡子)、破片

刊
『一 顕I破片 二コ
山口
一一

事ずっ

-) 5-2灰褐色土

須 車 器蓋3、蓋c、郎、停c、曹、畳
上 師 器町、耳a、腕c 小Jlll，破片
簡 泉 窯 系脅磁 同T(!)、 1-2(1) 破片(1)
白

磁同咽(1)、恒府(I)皿 刊 b(l)、壷?(I)、白磁破片(I)
灰軸胸器 破片

肥前系磁器 小腕、摘、皿破片
国産陶器 色調、輔、破片
国産磁器 紅皿、皿、小皿、簡 ミニチュア
E 

類平瓦(縄目、格子、無文)丸瓦(格子)、軒平瓦、軒丸瓦、畑 l:&:
金属製品 鉱棒、軒町
石 製 品平玉石

HH
U
 

』 修子)繍 コ
ゴ
「
ゴ

5-4 

1~一志1昨、恥、恥(イト)、破片

~一一 類l平瓦

コ
5-7 

上 師 総|郎、耳，(イト)、小皿a、植片

瓦 類|平K(格子無文)

金属製品|骸

石 製 品IJl石

片
一

破
一、-7

 

皿
一子

小
一格i
 

t
 
i
 

町
一平

-器
一穎

i

-師
一
↑

81
 

nr
一士
一
E
- コ

」
「
ゴ
コ
」

[主一吉 一一羽柄 、 小皿州、破片

l基一一一 顕i破片

$-11 

17 師 羽 郎、簡c

l主一旦 旦 器l破片(J)

民
車
問
一
明

コ
斗
」

匡 一 師 器I破片 コ
器|蓋3、町a、郎c、費、壷

器|杯、耳a、椀c、小皿乱費

正二 師 持I随c、破片 コ
刊日一 調tF

ヨ
制
一区 頼I平瓦(格子、需主上九:&:(格子)、鬼瓦 =コ

56-

-
」
「
ゴ

I ~ ~ 器破片

類平 亙盟主丸瓦(破片)、破片

片破u
h

一片

皿
一破:
 

!
 !
 
i
 

p
h
-

子

随
一幡i
 

gh
f
N
士

佐川
一市士

一桜
一額

一師
一
一

2J
 

子
一土
一瓦
一

山じい
は一

問事
問

F
一

調若手

片
一

破
一

!と
片
一搾
一

郎
一破
一鉱
一

-器
-額
一品
一

止
一師
一一
製
一

閃
-
一
一

属
一

5J
 

2j
 

pr
一士
一瓦
一金
一

コゴ

同己
ほ一

理
-)

、
-
悶
悶

h
一蝿;
 

、一瓦

杯
一平

器
一顕 コ

」
「
コ
」
「
ゴ
「
ゴ

F 掠I葦3、都恥、耳c、曹

笠医ι杯ι 掬c、翌

額破片縄目)

匹一昔輩出皿

一F
帯主(絡子)

器|蓋3、蓋c、好喝、費、破片

器i師、耳a(イト)、破片

器陶

磁l腕冒リ

罷;破片幻

源平瓦網目、格子無文)、丸K(格子、無文)、 E玉

器l杯、耳a 丸底耳費、破片

類1'Jl瓦(縄目絡子、無文)、主L:&:(格子) 軒平E
品!事玉石

5-30灰色粘土

須 車 器蓋、蓋3、蓋c、聾、豊×曹、破片
上 師 器 耳a(イト、ヘヲ)、丸底耳a、楠c，11、皿a(イトJ、j)、齢、脚付鉢片

大腕c、楠cX小皿c、破片
黒色土器 A破片

鼎色上器 B小摘c
E 器筒c
白 磁椀 IV-1a(I)， V(I)、破片(2)

皿 刊 1b(1)、 四一1(1) 白磁破片(1)
中国陶鋸 費(1)、盤(1)、破片(J)
瓦

頼平瓦(縄目、格子、無宜上九瓦(格子、無文)、軒平瓦、軒丸瓦
噂、不明製品、E玉

金属製品 鉱揮

t 製 品輔羽口

5-30育灰色上

項車器|破片

土 師 器|耳、昨a、郎a(イト)、丸底坪a、小皿a、破片

瓦 額l平瓦(蝿白、絡子無文)メlK(格子)破片

ヨ

ヨ

コ

ゴ

ヨ

5-30某灰色上

五~ー 器|恥、費、破片
土 師 器|昨a(イト、ヘラ)、丸底Ifa，簡c小皿(イト)，，1、.illLa{へj)、腕cxsll.c

瓦 器|腕cA、皿箇
須恵質 t 器l鉢
白 磁|小型腕(1)

E 顕l平瓦(縄目、格子、無文)、丸瓦(格子無文)、瓦玉

石 製 品|滑石加工品

上 製 品l輔羽目

-子
一

修
一

ー瓦
一

丸
一

よJ
 

鉢
一間一
一

摺
一岬
一

片
一
、一瓦
一

般
一鉢
一豆
一

一器
一器
一類
一

一
一

土
一
一

一師
一置
一
一

一
一
師
一
一

:
 :
 

シ
一上
一上
一瓦
一

5-32 

京一 恵 器|蓋3、師、師c、現、鉢、破片

土師器|杯、腕、椀c、破片

雄衆車系育描|腕 ll-b(1)

肥前系磁詩|陣、破片

国産陶需|腕、費、植片

瓦 類|平!t(縄目格子、無文)、丸:&:(格子L:&:玉、破片

5-33明茶色土

五~ー 禄|轟c3、杯c、理
土 師 需l杯、杯a、椀c、小皿a、破片

上師質上罷|齢、構鉢

明恵質土器|片口鉢

瓦質上禄1，晶韮、摺鉢、火鉢、壷

純泉嵩系青磁|椀 U-b(J)、 1Vウ(J)

中国陶器|破片 (2)

肥前系磁器|破片

国産醐器|冊、査

瓦 類1'!'!t (縄目、博子)、九五(格子、無文)、破片

5-33茶灰色士

須恵器|董3、昨c、費、破片

土師器|師、破片

土師置土器|播鉢、破片

瓦質七器|摺鉢、羽韮、鉢、仏具(花立?)

白 磁|椀 IV-1，(I)皿 日 1(1)壷位)

中国嗣器|破片(2)

肥前系盛器|楠、破片

国産陶器|掴鉢、胸、皿

瓦 類1平瓦(縄目絡干無文)、九瓦(冊子、無文)軒平瓦、破片

$-34灰茶色上

須恵器l蓋3、蓋c、坪、昨a、昨c、高郎、盛

t 師 器|耳、昨a、野c、小皿a(イト)、現

瓦 顕|平瓦(縄目、絡子、無文九九瓦(構文)

越州鶏系青磁Itf1(1) 破片1(1)

灰軸陶器|賞

金属製品|証博

石製品|剥片

S←35 

須 恵 器|蓋3、蓋c、費量畳b、破片

土 師 器|坪、坪a、杯a(イト)、丸底tfa、椀c、小皿a、費、破片

品色土器 AI腕
緑軸胸器|蓋

白 磁|陶 ll-1(1) 

瓦 額|平瓦(縄園、冊子、無文上九五{格子、無文)、軒平瓦、軒丸瓦、互王

石 製 品|平玉石

土 製 品|埠、不明品

5-36 

須恵器|破片

上 師 裾|町a、丸底坪ヲ破片

土師質土器i鉢
輸入間磁器l破片付)

瓦 頼l平:&:(縄目、格子)、丸!t(格子)、舷片、瓦玉

5-37某灰色土

石一一一志ー 器|蓋1 蓋3、杯、皿a、翌

土師器|師、餌a、昨c 楠c、費、鉢?、値片

上師置土器|僻?

瓦質土密|火鉢、灯幡、湯量

国産陶器|腕、鉢、破片

白 磁|壷(1)，白磁破片(2)

高麗青磁|腕111?(1)
中国陶器|唖(J)

瓦 額|平瓦{縄目格子、無文)丸瓦{格子構士)、破片

5-37明茶色七

五一一志一 掃|皆、蓋3、耳c、費、被片

土 師 器|杯、耳a 耳a(イト)杯c、大師c、型鍋?、破片

土 師置土器|齢、破片

瓦 置 土 器|火鉢、 f冒齢、齢、片円耳?、破片

肥前系磁器!瓶、腕、破片

国産陶器l腕、費、植片

国産磁器|輔、ミ ニチュア

越州窯系青磁|鞠 1-3(1)

純泉窯系青磁|植 1(2)、1-2x3(1)

同安蘇系青田|蝿 1(1) 皿 1(2) 

白 磁l畳(1)白磁破片(1)

中国醐器|聾(1)破片(1)

瓦 類l平瓦(縄目格子)、丸耳(格子)、破片

金属製品|融町

石 製 品|平主石

同

E 軒 並破片

η'e
 

「

h
u

5-39 

IZ守「石τ石1摺鉢

|国産梱器|洩型腕

$-41 
「τ一一高一一事1破片

lE 額|蔽片

5-42 

京一 恵 器|蓋3、破片

土師探|耳 耳a

肥前系磁器|小耳

E 類l平瓦(縄目、格子) 破片

5-43 

師

額破片(格子、無文)

$-44 

師

頼平瓦

5-46 

師

頼平瓦(無文)

$-47 

師

類破片(無文)

$-48 

須 恵 器蓋3、昨a

士 師 器師、昨a、費、破片

E 頼平瓦(網目、無文)

5-49 

須 恵 器質

上 師 器杯、丸底郎a、腕c

瓦 額九瓦(格子)

5-51 

須 意 器大杯c

土 師 器耳、昨a

白 磁宜(J)

瓦 類平瓦

金属製品 tt樺

現
一

一
J
 

f
 

腕
一
一

、一片
一

町
一破
一

一器
一顕
一

一師
一
一

21
 

5J
 

F
一上
一瓦
一

5-53 
I主一一高一一石1師

$-54 
1石←ー蚕一一語I舷片

|上師器|耳 耳a
|瓦 顕|破片

|金属恨品|鞍釘

5-55 

友一 恵 器|耳 耳c、現

上師器|師、坪a、椀、怖c、皿a、彊、破片

黒色土器 AI破片

E 頼|平瓦(縄目、格刊、丸瓦(無文)、軒丸瓦

金属製品|置;揮

5-56 

|須 車 器|破片

5-57 

車

師 器湖、、破片

5-58 

車

師

$-59 

須恵器|耳

上 師 器|師、蝿c、小皿白、小皿c、破片

同音黛系青磁|随I-1b(1)

瓦 類|平瓦(縄目、絡子、無文)、九!t(格下、無文)

$-61 

車 車 器|蓋蓋C，.t:f;曹、破片

t 師 器|郎、昨a(イト)、簡c、小皿a、破片

瓦質七器|小輩

瓦 頼|平瓦(格子上九瓦(縄目、無文)

巨
器錦之

器町耳也イト)、破片

額平E 無文)

5-62 

売買 恵

上師

瓦

器|師、壷

器|師、町a 小JDlaX耳a(イト) 破片

旗|平瓦(格子、無士)、丸瓦(格子)

5-63 
口--~-一羽破片

lE 顕|平瓦(格子、無主)

5-64 
I主ーー百一一苓I破片

l n~ 前系磁器|破片
l E 額|破片



S~66 

|上 師 器|破片

S~67 

師

額 九 瓦

S~68 

師
額器||耳平瓦(縄目、無文)

S~69 

師
器額llmtRt瓦(格子、構士)

5-70黒灰色土

石 一 一五 ー 器|蓋3、動、師、恥、杯c、型、輩、件破片

上 師 器1>1一泊、腕c、型、破片

黒色土器 AI同c

E 頼|平瓦(縄目、修子)、丸亙(縄目格子)、軒丸瓦

5-71 
IE一 一石一一事1破片

ー

耐
一一位

、一子
一

円
一格
一:
 

叫
一
E
一

昨
一平
一

一器
一額
一

一師
一
一

2j
 

7J
 

L
L
士
一瓦
一

mE
 

指一蜘

片
一
一

破
一
一

、一瓦
一

坪
一軍
一

一器
一類
一

一師
一
一

4
J
 

7J
 

F
-土
一瓦
一

S~75 

須 車 器蓋、蓋3、葺c、町c、壷

土 師 器耳a、耳c、破片

黒色土器 A破片

土師質土 器 慣齢、鉢ワ

E 質上 器 火鉢

肥前系磁器 倒、破片

国産陶揖 畳、摺鉢、腕、土瓶

組泉窯系 育臨 椀 I(J)、 日 b(l)

間安調系青磁 皿I-I(J)

瓦 類平)![(縄目、格子}、丸瓦、軒丸瓦

上 製 品上塊

S~77 

1主 一 一 百 一一羽tf，tfa，破片

lE 類|平瓦(破片}

S~78 

須恵器|停、破片

上 師 器|坪a、坪a(イト}、小i皿a(イト)、器台、破片

白 磁l蝿(J)
E 類|平瓦(網目、冊子、無文)

石 製 品l石姐

土製 品IJtI?

同
「
匡

師 事品加皿a(イト)

叩「
E

師 器亦皿a

額平瓦格子、無文)

S~80東

須恵 器|破片

土 師 器1.干 丸 底 即 腕

白 磁|蝿 IV-Ia(J)

瓦 額|平瓦(格子、無文)丸瓦(冊子)軒丸E
上 製 品|輔羽口

ー文
一

無
一

二
ー子
一

h
一絡
一:
 

、一瓦
一

町内
一平
一

語

一類
一

面
二

-
J
 

8J
 

シ
一
t
一一丸
一

巨 耕
一附

同巨 串21t7主主
5-84 

須 車 器董3、杯、耳c、破片

士 師 器耳、昨a、小皿a、破片

土師質土器 摺鉢、鉢、鍋

瓦質土 器 摺鉢

純血窯系青磁 椀 1-2(1)、 Wイ(J)

白 磁椀咽(1)、破片(1) 費(1)

肥前系儲器 皿、破片

国産胸 器 皿、鉢、畳、現

瓦 頼平瓦(縄目、絡子、無文)、丸瓦(格子}、軒平瓦

口

6
p
h
u
 

S~86 

j(j ，!;: 骨骨量、 葺3、師、 将c、号車

上 師 器耳a 坪c 陣c、脚付皿、把手、破片

鼎色土器 A破片

瓦質上器 火鉢

時泉議系青磁 椀I(I)、 1-2(1)

肥前系磁器 摘、皿畳、仏師器、花瓶、破片

国産陶器 齢、破片

瓦 顕平瓦(縄目、絡子、無文)、丸瓦(無文)

石 製 品平玉石

金属製品 最前

そ σ〉 他日藁瓶

5-87 

|瓦 額|平瓦

S-88 

恵

師 器破片

S~89 υw  

須 車 器蓋、蓋3、耳c、盟、破片

上 師 器耳、 tfa、摘に型

黒色土器 B随

白 磁皿 VI(J)

国産陶器 腕、輩。

肥前系磁器 腕、猪口。、破片

瓦 額平瓦(縄問、格子、無文)、九五(格子)

石 製 品丸石

金属製品 軒町

そ σコ {也ガラス

5-91 
1主←一面一一扇町

|瓦 類|平)![(無文)

同巨 出動
S~93 

須恵器|蓋3、杯a

肥前系磁器|椀皿、角皿

国産胸器|敏片

国産磁摺|融片

瓦 額|平)![(格子)、丸)![(格子)

問巨 轄 )

四巨
器蓋3、蓋c 耳ι 耳c、費

器陥c、破片

額平瓦縄目無主)

S~97 

庄一一百一一語1小山、舷it

回-jj;'-盟ー丑1!

S~98 

関一一言~

|土師器|耳

l 国 産 陶 器|破片

l E 類l破片

S~99 

I1: 百一一羽町a(イト)、破片

lE 類|破片

E二J盟 器I郎、坪a 随c

山巨 世帯

山巨 片破
、?
 

皿
一文

小
一無i
 

片
一
弘
一瓦

破
一匹
ー一平

鋸
一器
一類

5-104 

須恵器|蓋3、郎、耳c 現

七師器|坪、坪a、椀c、破片

品色土器 AI破片

国産闘器|破片

瓦 頬l平)![(縄目格子)、丸瓦(冊子、無文)軒丸)![

5-106 

土師器l出c、破片

土師質土器|摺鉢

中国醐器!被片(1)

瓦 額|平)![(縄目、格子)、丸)![(無文)、破片

5-107 
庄一一苛~破片

5-108 

京一 恵 器|蓋、齢、恥費、畳

土 師 器|杯、町a、丸底耳a、椀c、小皿a、輔、破片

上師質 t 器l鉢×蝿

随泉再認系青磁|椀ト4b(1)

E 類|平瓦(縄目格子、無文)、丸)![(無文)、瓦玉

S- 10~ 

項 恵 措誼3、師、耳a 盟、破片

土 師 器郎、坪a 小sIla 盟、厳片

上師質土語 情鉢、鍋

瓦質上措 火鉢

間安議系脊磁 腕I-Ib(J)

肥前系磁器 腕、破片

国産陶器 揖鉢、破片

国産磁器 摘、小簡、破片

Jc 額平瓦(格子構文)、丸瓦(格子)

金属製品 鉱博

石 製 品砥石

5-111 

須 車 器董3、蓋c、耳、師a、杯c、彊

上 師 器坪、坪a、丸底師、九底筒1 腕c、費、破片

白 磁腕 IV(I)

肥 前 系 磁 器 胸、皿、紅皿、破片

国産胸器 指鉢

国 産 磁 掠 楠

E 類平瓦(縄目、格子)、丸瓦(縄目、格子)

金属製品 鉱揮、 量失釘

石 製 品丸石

5-112 
7 ←瓦 器|蓋c

土師器1腕c、破片

越州議系青磁|楠 1(1)

E 類|平瓦(格子)、丸瓦(縄目、格子)

~ 齢 破片

S-114 

1上 師 禄|小皿a、破片

~ )
 

h
-I
 

J
一無

、一子

h
一格:
 

、一瓦

耳
一平

器
一旗

器[師、破片

E 
E 

輯缶現
器畳

語1杯肺a、器台、破片

類i平)![(縄目、格子、無文)、丸)![(格子)

暗糸色主

須 恵 器蓋3 蓋c、軒町a、坪c、盤、鉢

土 師 器杯、昨a 丸腕、腕c 皿a、 型 破 片

鼎色 土 器 B破片

土師置土器 情鉢

組泉様系青磁 出 目-b(J)

白 酷破片(J)

肥育11 系 舷 器 舷片

E 額平)![(縄目格子、無文)、丸)![(格子、無文)、瓦玉

金属製品 紅t事

li空 覇空主(無文

歯某色上
五一-----;j子一 刻齢、師

上師稀l耳a、耳c 椀、小皿a、費

黒色土器 AI腕
灰軸闘器|遊

館州儲系青磁|昨 1(1)

縄県議系青磁l同トla(J)

瓦 顕|平瓦(縄問、九)![(格子)

器l蓋、華3、蓋c、坪a、肝c、費、壷

器1亦、町a、丸底耳、怖c、太蝿c、曹 三脚皿

類|平瓦(縄目、格子、無文)、丸瓦(格子)、軒丸E
U 齢出

「
「
ゴ
コ
ゴ

茶色上

項 恵 器蓋、蓋3、師、昨c、現、輩、壷b

士 師 揖坪、時a、小皿a、坪c 丸底耳a、腕c、曹、破片

鼎色上掠 A破片

黒色土器 B楠

土師質土器鉢

瓦質土器 花立。、鉢

調車置土器鉢

経州車系脊磁 香炉。(1)

縄県窯系青磁 腕 日 b(2) 皿 IV(1) 破片1(1)

白 磁椀 IV(J)咽([)、 '1、腕(1) 白磁破片(1)

中国醐器 破片

肥前系磁器 冊、破片

国産胸器開

瓦 額平瓦(縄目、格子無文)丸)![(縄目、格子、無文}、惜し瓦瓦玉

金属製品 鉱樺師金具、世町、最姥

茶間色土

項 車 器蓋、蓋3、蓋c、軒、耳a 刻、c、置、鉢、輩、破片

土 師 器蓋、杯、耳a，JLJll:耳a 圃c、理、破片

黒色土器 A椀c

土師質土器 鉢摺鉢、把手

瓦置土器 火鉢揖量、火鉢×革、破片

雌州諸系青磁 同 1(1)

縄県高系脊磁 係。(J)

白 磁皿破片(1) 白磁蔽片(1)、広東系(1)

中国嗣器 破片(1)

肥前系磁器 腕、破片

国産嗣器 水注。、皿、破片

国産磁器 腕、小摘、瓶

瓦 頼平瓦(縄目、格子、無文)、丸瓦(格子、無文)、軒丸E

金属製品 鉱捧

そ σ〉 他石炭

表主

軍 曹 器葦3、蓋c、耳、昨a、耳c、sIla

上 師 器杯、耳a(件、寸)、丸底耳a、小皿.(イト)、把手、植片

士師置土器 齢、湯量、植片

瓦留七器 時売量、情鉢、破片

純泉窯系青磁 腕 1-2(2) 破片(J)

問責嬬系青磁 椀 トlb(l)

白 磁 IV(J)、 V([)、V-2a(l) 破片(1)

中国陶器 破片(J)

杷前系磁器 腕、破片

国産陶器 椀、費、摘鉢瓶、皿、人形

国産磁器 摘、破片

瓦
額平瓦(縄目、格干、無宜上九)![(格子、無文)、軒平E、軒九五

嫌L-)![， )![玉

金属製品 鉱梓

そ σ〉 他カラス

チ
一恵
一師
一
一

ン
一
一
一
一

レ
一

一

一

-

川
一項
士
一E
一

品一蜘
B卜レンチ

匡二王 総~理、壷破片

…E
 

器向 、×小皿a、植片

磁|破片(1)

額l平瓦(格子) 舷片

Dトレンチ

須恵蹄|量、昨c、費、舷片

土師据l耳a、亦c 破片

瓦 類|平Ji(縄目、格子)， JL瓦(絡チ)

n
y
 

r
D
 



極別 器極 遺物番号 図番号 口f圭 器高 底径 A I 8 

土師穏 小Jllla イト R-001 Fig. 14-34 L 5+ (t (8.0) O 

上師器 小Jllla イト R-003 Fig.14-33 1.4十 α 。ヮ
上師器 小[皿a イ卜 R-004 Fig.14-32 1.1+。(6.3) O 

土師穏 小皿la イト R-005 Fig.14-29 (7.5) 1. 35 (6.0) 

上師緯 小IDla イト R-006 Fig. 14→ 30 (8.7) 1.5 (7.0) O 

土師器 小IDla R-008 Fig.14-31 00.4) 1.0 (8.8) O 

上師器 坪a イト R-002 Fig. 14-38 2.2十 a

土師器 耳a イ卜 R-007 Fig.14-35 1.2+。(8.2) 

土師器 耳a イト R-009 Fig.14-36 ¥. 3+ 0 (8.4) 

土師器 坪a R-010 Fig.14-37 1. 55+白 (8.6) 

種別 器種 遺物番号 凶番号 口径 器高 底径 AT 8 I 

上師器 小皿a イト R-OOl Fig.31-} (7.2) 1.2 (5.0) 

3当土師器 小Jllla イト R-005 Fig.31-4 (7.8) 1.1 (5.8) 

土師器 小IDla イト R-006 Fig.31-5 0.95+α (6.4) 

上師器 小Jllla R-008 Fig.31-2 (7.4) 1.2 (5.8) 010  

土師器 小I且a R-009 Fig.31-3 (7.8) 1.2 (6.4) 

土師器 昨a イト R-007 Fig.31-10 0.8+。(8.4) O ー

土師器 耳a イト R-OIO Fig.31-9 1.1 (7.8) 01 x 

土師器 郎a R-Oll Fi庄 31-8 02.2) 2.2 (8.2) 010  

土師器 時a R-012 Fig.31-6 02.0) 1. 65 (8.6) 010  

士師鵠 師a イト R-OI5 Fig.31-7 02.2) 2.55 (8.2) O 

茶色上

種別 器積 遺物番号 図番号 口後 器高 底径 A B 

須恵器 葺3 R-008 Fig.30-13 03.8) 1.5 

須車禄 蓋c R→009 Fig.30-12 1.3+0. 

須車器 師a ヘラワ R-007 Fig.30-14 03.0) 3.5 (9.2) 

須恵器 坪c R-005 Fig.30-18 2.4+。(8.0) 01-

須車総 杯c R-006 Fig.30-17 1.4+a 02.2) 

須車器 耳c R-010 Fig.30-15 02.9) 3.3 (9.0) 01-

須恵器 耳c R-Ol1 Fig.30-16 04.9) 3.4 (11.0) O 

土師揖 耳a R-QOl Fig.30-21 1.8+ a 

七師器 町a R-002 Fig.30-20 1.8+α (6.8) 

上師諒 腕c R-004 Fig.30-23 3.0+。00.8) 

土師器 腕c R-013 Fig.30-22 1.3+。 6.8 O 

黒色上器A 出c R-003 Fi g. 30-24 1. 85+ a (9.0) O ー

61 

器種

丸底五十

器種

小iiilaT

5-70黒灰色上

種目IJ 器種 遺物番号 図番号 口t王 器高 底後 A I 8 

上師器 小lllla イト R-001 Fig.18-31 (9.6) 1. 15 (7.5) 01-

土師器 小皿a R-002 Fig.18-19 (9.0) 1. 15 (6.5) 01-

土師器 小Jllla R-003 Fig.18-18 (9.0) 1. 25 (6.9) 01-

土師器 小皿a イ卜? R-004 Fig. 18-23 (9.2) 1. 25 (6.0) 010  

上師器 小Jllla へラ R-005 Fig.18-15 (9.0) 1.2 (6.6) O 

士師器 d、Jllla ノ¥フ R-006 Fig. 18-6 (8.4) 1.0 (6.2) 

土師器 小Jllla ヘラ R-007 Fig.18-25 (9.3) 1. 05 (6.0) O 

士師器 小Jllla へラ R-008 Fig.18-]7 (9.0) 1.0 (6.8) 01  x 

土師器 小IDla イト R-009 Fig.18-9 (8.4) 0.95 (6.4) 01-

土師器 小Jllla R-OI0 Fig. 18-11 (8.6) 1.0 (7.0) O 

士師器 小Jlll. R-Oll Fig.18-3 (7.8) 1.0 (5.7) 01-

土師器 小Jllla イト R-012 Fig.18-46 01.0) 2.05 (8.3) 01-

上師器 小皿a R-020 Fig.18-12 (8.8) 1.3 (6.6) O 

土師器 小Jllla イト R-021 Fig.18-4 (8.2) 1.1 (6.6) 01-

土師器 小Jllla イト R-022 Fig.18-10 (8.6) 0.85 (7.0) 010  

土師器 小皿a イ卜 R-023 Fig.18-14 (8.85) 1. 2 (6.6) 010  

土師器 小Jllla イトワ R-024 Fig.18-16 (9.0) 1. 25 00.2) 

士師器 小Jllla イ卜 R-032 Fig.18-} (7.8) 0.85 (5.8) 010  

土師器 小皿a R-043 Fig. 18-28 (9.4) J. 25 (7.3) 

上師器 小lllla イト R-044 Fig.18-26 (9.3) 1.0 (7.4) 01  -

土師器 小lllla ヘラワ R-045 Fig.18-13 (8.8) 1.0 (7.0) 

土師器 小Jllla へラヲ R-046 Fig.18-41 (10.0) 1.0 (7.9) 010  

土師器 小lllla ヘフ? R-047 Fig.18-20 (9.1) 1.4 (7.0) 

土師器 小lllla イトワ R-048 ドig.18-27 (9.4) 1.2 (7.8) 

土師器 小Jllla へラ R-049 Fig.18-21 (9.2) 1.0 (7.5) O 

土師器 小lllla へラ? R-050 Fig.18-24 (9.2) 1.1 (7.9) O 
土師器 小lllla ヘラ R-051 Fig.18-44 (10.6) 0.9 (8.8) O 

土師器 小Jlll. へラ R-052 Fig.18-5 (8.2) 1.2 (7.0) O 

士師器 J卜Jlll. ヘラ R-053 Fig.18-45 (11.0) 1. 25 (8.8) O 

土師器 小I皿a R-054 Fig.18-43 00.6) 1.3 (7.8) O 

土師器 小[皿a R-055 Fig.18-39 00.0) 1.1 (8.0) 

上師器 4皿a ヘラ R-056 Fig.18-42 (10.4) 1.3 (7.2) 

土師器 小Jllla イト R-057 Fig.18-33 (9.6) 1.0 (6.8) 010  

土師器 小I皿a ヘラ R-058 Fig.18-40 (10.0) 1. 05 (7.2) 

土師器 小皿a へラ? R-059 Fig.18-37 (10.0) 1.1 (7.0) O 

土師器 小Jllla イト R-060 Fig.18-30 (9.5) 0.9 (7.7) O 

土師器 小Jllla ヘラワ R-061 Fig. 18-38 (10.0) 1.2 (7.8) 010  

上師器 小Jllla イト R-062 Fig.18-7 (8.4) 1.2 (6.2) O 

土師揖 小Jllla イト R-063 Fig.18-34 (9.6) 1.4 (8.2) O 

上師器 小lllla へラ R-064 Fig.18-32 (9.6) 1.0 (7.4) 

土師器 小皿a へラ R-065 Fig.18-36 (9.9) 1.3 (7.8) O 

土師器 小lllla R-066 Fig.18-29 (9.4) 1.2 (6.4) O 

土師器 小皿a へラ R-067 Fig.18-35 (9.8) 1.3 (7.8) O 
土師器 小lllla イト R-068 Fig.18-22 9.2 0.85 7.0 O 

上師器 小Jllla イト R-069 Fig.18-8 (8.4) 1.4 (7.0) 010  

土師器 ，，~ slLa へフ? R-070 Fig.18-2 (7.8) 1.4 (5.7) 

士師器 小Jllla イト R-037 Fig.18-47 1.2+ a. (7.4) 

士郎器 長fa へラ R-014 Fig.18-61 2.0 00.8) 010  

土師器 耳a イト R-025 Fig.18-50 (14.6) 2.7 00.2) 010  

t師器 杯a イトヲ R-026 Fig.18-48 (13.3) 2.1 (9.0) 010  

土師器 杯a R-028 Fig.18-59 1. 85+α (10.6) 

土師器 坪a R-033 Fig.18-58 1.5+ 0: (10.0) O 

土師器 町a イ卜 R-035 Fig.18-54 (15.9) 2.45 (11.6) 

上師器 昨a R-041 Fig.18-51 (14.8) 2.4 (10.7) 

土師器 耳a イ卜 R-071 Fig.18-56 <16.8) 2.5 03.0) O 

土師器 土不a イトワ R-074 Fig.18-52 (15.4) 2.75 (8.5) O 

上師器 時a へラ R-075 Fig.18-55 (16.0) 2.3 02.0) 

土師器 坪a ヘラ R-079 Fig.18-57 (17.8) 2.6 (14.0) 

土師器 昨a イト R-080 Fig.18-49 (13.4) 1.8 (9.8) O 

上師器 杯a p、フワ R-082 Fig.18-53 (15.8) 3.0+白 (12.0) 

土師器 昨a へラ R-083 Fig. 18-63 2.0 

土師器 昨a R-084 Fig.18-62 2.0+。(10.8) O 

土師器 昨a イト R-085 Fig.18-60 1.5+ a (10.4) O 

上師器 丸底町a R-013 Fig.18-69 (16.0) 2.65 (9.4) O 

士師器 丸底耳a R-036 Fig.18-66 (15.5) 3.0+ Q. 

土師器 丸底耳a J¥フ R-072 Fig.18-71 (16.6) 2.3 (13.0) 

上師器 丸底耳a へラ R-073 Fig.18-70 (16.4) 3.2 (10.7) 

土師器 丸底耳a へラ R-076 Fig.18-68 (16.0) 3.3 (】1.6) 

土師器 )Llll'耳a R-077 Fig.18-64 (15.0) 2.4+ 0: (11.5) O 

土師器 丸底耳a ヘラ R-078 Fig.18-67 (15.6) 3.2+ CL (11. 2) 

土師器 丸底耳a 院予081 Fig.18-65 (15.2) 3.1+ a 03.4) 

土師器 );;Jllla R-086 Fig. 19-75 2.9+α O 

土師器 楠cX小Jlllc R-087 Fig.19-72 l.B+α 6.5 O 

土師器 k椀 c R-042 Fig.19-74 3.4+α 01.4) O 

土師器 出c R-090 Fig.19-73 2.6+ a (8.6) 

黒色土器8 小腕c R-088 Fig. ]9-76 15.5 4.4 

瓦器 随c R-089 I Fig.19-77 2. B+ 0: (6.7) 

A 内底ナデ B 版状圧痕

須恵器・土師器・黒色土器・五器供膳具計測表

5-30灰色粘土

唱

E
i

nh
u
 

-60-

二

二

O
一O
一O

図番号

Fig.24-4 

Fig.24-7 

Fig.24-6 

Fig.24-3 

Fig.24-2 

Fig.24-8 

Fig.24-9 

Fig.24-1 

Fig.24-5 

Fig.24-15 

Fig.24-12 

Fig.24-17 

Fig.24-21 

Fig.24-18 

Fig.24-16 

Fig.24-13 

Fig.24-20 

Fig.24-19 

Fig.24-14 

Fig.24-11 

Fig.24-10 

Fig.24-22 

Fig.24-23 

Fig.24-24 
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イ皿
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4皿l. I 

4皿a イト
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耳a イト

耳a イト

耳a イト
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一
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第 42次調査表 3

器高 庇径

1. 2 1 (7. 1) 

0.95 1 (7剖

1. 05 1 (7幻

1. 4 1 (8幻

l. 4+α8幻

L0+α6幻

(9. 1) 1 1. 1 1 (7幻

10.0 1 1. 5 1 7.3 

|2.2+α1 (9.0) 

(14.2) 1 2.45 1 (9.4) 

i2+α1 (10.0) 1 0 

27+α 

1.7+α10.2) 1 0 

13+α9.3) 1 0 

(14.4) 13.6+α100.2) 1 

2.3+α10.9) I -

1.9+α 1.0)1 0 

15+α8.3 I -

(12.0) 1 2.4 1 8.7 1 -

|1.2+α1 (109)1 0 

(13.4) 1 3.0 1 (6.2) 

(14.4) 1 3.0 1 (7.3) 

06.4) 1 3.8 1 (12.0) 

イトヲ

イト

B
一
O
一

二

二

二

二

O

口径 | 器高 |底径 1 A 

(8.4) 1 1. 0 1 (6.71 1 0 

(8 9) I 1. 5 1 (6.8) I 0つ

(9.1) 1 1. 3 1 (7.0) 1 

l0.4 1 7.7 1 8.0 1ー

(8 6) 1 1. 35 1 (5 6) 1 0ワ

(9.0) 1 1. 0 1 (6.71 1 07 

(8.4) 1 1. 2 1 (6.6) 1ー

{8.4) 1 1. 0 1 (6 0) 1 

(10.9) 1 1. 1 1 (8.4) 1 

(16.1) 1 2.5 103.2) 1 O? 
(15.4) 1 3. 1 1 00.0) 1 

い9+fr 1 02.0) 1 07 

(12.8) 1 2.6 1 (9.0) 1 0 

(13.6) 1 2.4 1 (9.8) 10つ

(9.5) 1 3.8 1 (4.0) 

-11.6+α1 (7.8) 

17.0 1 3.3 1 10.0 1 071 0 

(1仏 0)11.1+α| 

14.9+α1 (7.6) 

B
一
二

O
一
O
一一

O 

O 

O 
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表4 第 42次調査五叩き自分類計量表

I 単路子

H 一重格子
A 一倍子 B C 

拍子分
無文 ー院竺ケ

縄目 a b a b c a b c D 斜格子+異方 E アミダ状
F 四割修子 B艦長制格子 C 慣長斜絡子

頼不明 斜蹄
不明暗 その他

1.1---1.4X 1.0以下× 1. 1--1. 4x 1.5以上× 0.5以下× O.6-0.9X 】 O以上× 向綿 格子 A正修子
瞭

遺構番号
1. QXO. 9以下

1.0..........1.4 0.9以下 J. 0-1. 4 1.5以上 0.9以下 1.0-1.4 1.5以上S~lb 

13.3 

S-Ic L7 20100603 
16.8 135.0 

28.1 236.4 

$-ld K7 20100609 

24.9 

S~2檀茶色土 112 20100621 253.0 62.5 
443.4 43.7 

29.2 1702.7 

S~2灰禍色土 111 20100630 
523.0 11. 9 176.0 

39.2 1137.0 

KII 20100621 46S.8 113.8 49.5 526.3 244.8 96.0 
67.4 1842.0 軒平940.7

Jll 201冊 630 236.2 25.3 96.1 
2280.9 58.0 

軒丸127.5

Kll 20100630 312.1 
206.3 45.8 

1025.8 

5~2灰色土 110 20100621 

23.2 260.1 

5~3 110 20100430 368.1 
25.5 

195.3 

S~4 KIO 20100506 

60.6 

S~1 K9 201凹 506

24.6 

48.5 

5.8 K8 20100506 

168.8 

37.4 

5~9 J8 20100511 

25.6 

$-12 K7 201伺 511
29.0 

215.8 

$-J3 K8 20100511 

25.0 

$-15ウ7::1'， D6 20100528 83.2 287.3 
360.2 214.6 

29.8 
1553.4 

中段南 20山0416
200.0 

302.2 

E6 20100528 

542.5 

D8 20100524 

88.5 

71.1 

5-17 K8 20100511 

22.1 

5-18 K5 20100514 87.7 
15.2 206.1 

101. 6 鬼li459.2

$-18灰茶色士 K5 20100607 

393.2 

S~19 L5 201凹 601
47.8 

13.4 

L5 20100514 

102.2 

S~21 J7 20100514 

42.9 17.6 

S~22 K9 20100514 

27.4 

S~23 1<10 20100514 

52.0 

5-24 K5 20100514 
69.0 18.4 44.2 

321.7 

S~25灰茶色土 JI3 20100430 201.2 99.2 53.7 64.6 127.9 355.7 
16.0 

田 4 1890.4 

S~25灰色土 113 20100511 

17.2 

S~26 C3 20100520 164.8 
S~27 C3 20100520 20.5 
S~29茶灰色土 G4 20100521 157.7 

199.0 

107.2 

S~29育灰色土 G4 20100521 
84.0 S~30灰色粘土 K3.4 20100623 487.4 1569.8 490.8 239.0 1050.2 2612.2 3167.4 4488.1 29.1 141. 8 

178.0 210.8 236.7 13806.6 軒丸983.3 軒平478.5

L3 20100513 246.4 387.4 291. 0 63.2 71.1 249.5 1329.4 1232.2 
34.4 128.3 82.9 3555.7 

K4 20100624 477.4 794.1 97.2 544.6 2886.4 2871. 5 1361. 8 1171.1 
173.4 

18.2 187.2 7734.8 

K3 20100513 479.7 179.7 275.8 415.8 1501.5 727.1 1578. 8 
221.4 

243.9 3425.5 

L4 20100517 632.0 252.5 108. 5 355.5 312.9 504.9 112.3 95.2 
81. 3 2454.6 

K3 20100512 275.0 292.9 40.7 35.1 206.4 518.9 525.2 130.9 85.6 
1985.5 

K3 20100609 274.2 233.5 292.1 620.7 478.4 596.7 
126.3 

223.2 3301.9 

K3 20100518 288.7 128.8 90.6 
805.7 996.6 419.7 

2668.5 軒丸159.0

13 20100623 81.8 51. 6 146.1 794. I 324.9 100.2 
263.3 2024.6 軒平68.5

L4 201叩513 268.5 230. I 
138.9 1020.6 583.2 

231.9 3015.9 

K3 20100517 639.1 762.2 17.7 297.0 721. 0 150.9 2256.4 3047.1 3562.8 141.2 156.3 
55.8 135.6 398.1 10329.6 軒丸801.3 

J4 20100623 
56.4 72.7 

387. I 

KL4 2010田 11 1791. 8 2636.0 183.4 351.4 5806. I 6450.5 10436.8 15752.0 294.6 91. 0 572.9 512.7 144.9 346.5 620.5 37.3 23761. 3 軒平256.5 軒丸253.8

S~30膏灰色土 13 20100518 42.5 35.5 81. 4 177.7 254. I 347.9 308.0 
85.0 1862.1 

13 20100528 178.6 105.3 
525.2 

64.5 332.5 

13 20100526 161. 6 86.9 120.4 747.2 
121. I 511. 7 

S~30茶灰色土 L4 20100518 10.3 26.0 
129.7 81.2 J2.2 

112.4 1390.7 

J4 201同 511 141.4 102.8 
201. 9 626.1 294.6 

127.4 1429.7 

K4 20100518 489.7 331.8 90.7 94.8 562.9 311.4 635.8 259.5 
69.2 

115.2 125.3 4139.0 

14 20100106 486.2 15.0 116.1 432.5 542.0 565.0 2216.5 614.3 133.6 36.3 486.3 280.3 3555.5 軒平303.2

L5 20100706 310.6 
18.3 11. 5 514.9 

381.2 

K4 20100517 

1474.5 

K1 20100511 52.2 162.6 11.5 63.0 425.0 
100.8 

σ3 
t-v 

5-31 

S~32 

:̂lE蕗干 8扉甚語蕗芋

b 

E ニー査官字

線料
分
明

子
不
瞭

格
類

子描斜長償C
 

子絡斜長雌B
 

無文 ・

不明眠
その他z-iD 斜格子+異方IE アミダ状

向蹄 | 格子
F 凹剖格子 A正格子

13.9 4E仁蓋i
118.0 

1五了1吾平45.6219.8 677.3 50.3 647.0 10.2 

60. I 

168.7 26. I 438.3 I 33.9 

341. 2 13.1 I 282.1 I 941. 2 

134.7 

91. 1 119.2 I 409.2 

68.6 

36.2 I 823.0 

3田 5I I 2029.3 

| I  143 

5 

37.8 

69.2 

25.8 

150.4 

121. 0 241.6 

481. 4 

12.6 138.1 

37.0 

26.6 

272.4 181. 4 I 478.3 145.1 

0.5 

285.6 27.4 209.6 I 18.8 23.6 I 276.7 88.5 

113.4 

462.7 119.1 186.5 33.6 I 481. 6 I 111. 9 519.8 320.6 I 461. 5 157.2 341.2 

4836.8 

260. I 

124.2 

34.6 

291. 5 

55.4 
主

一

303.1 I I 5111. I 

890.0 

953.8 158.1 

35.3 136.2 59.9 235.5 

185. I 

23.3 

98. I 42.3 

532.6 

512.8 

263.9 

125.1 

3985.9 ;
 ;
 

j

a
 

-

;
 
!
 

醐

一
即

一
蹴
一:
 
;
 

;
 

;
 

F
U

-
F
ド

一

5 

.7 I 152.1 

4ヨ RI 43.5 

54.0 

580.0 I 364. 1 

845.0 I 746.6 

284.5 I 50.1 

76.2 

F6 20 

F6 20100528 

。、
む3

F5 20100601 

?34灰茶色土 庁 古 市528

S~35 1113 201凹526

G3 20100526 

H3 20100602 

H3 20100528 

G3 20100528 

13 2010曲 目

100601 

114.9 

115.1 1 1 1314.2 

121. 2 

34.0 1 94.1 

551.3132.51183.8 

492.7 

353.2 

1391. 5 

744.7 

23 

5-36 IK6 2【

K5 20100601 

K6 201冊602

K7 201曲 601

5-37茶灰色土恒o2旦笠笠3

E7 20100603 

E9 20100剖3

FI1 2010曲 目

E8 20100剖3

GIl 20100609 

H12 20100609 

凹 20100608

F8 20100603 

回 20100603

5-37明茶Hlfi亡20100630

E7 20100623 

Fll 201∞630 

E8 20100624 

四 20山 崎24

E7 2010冊 24

EIO 201曲 624

Fll 20100702 

E8 20100617 

四 201曲611

E7 20100624 

E7 20100623 

E7 20100617 

E8 2010曲 23

360.4 1 16.0 536.2 

211. 2 1 106.3 28.5 

28.1 

107.5 

高:7T一寸080.9

397.9 

3445.6 I 町8.1I 12313.8 

312.8 1 日 11 119.2 

205.4 1 305.1 

21. 2 1 391. 0 

274.3 

38.3 

547.4 65. I 580.8 

123.7 776.5 

61.4 1 938.0 

53.1 450.2 

272.4 

122.2 893.0 

650.3 
竺2..Lー 105.1
56.5 287.0 

54.5 

62.2 40.8 1 93.2 

90.3 1 23.9 1 59.6 
山一肌一山一ぷ一釦一川一山一山一山一山一山一則前
一知
一
山
一
山
一
輩
出
一
山
一
山
一
山
一
山
一
山
一
日
一

54.1 1 85.4 

36.9 

五オ「ーゴ在百 102.0 

蕊~寸玄I
31.0 

327.5 

300.4 1 11. 5 131.3 114.3 1 60.9 

48.3 

132.0 

230.0 70.6 

91. 9 

122.5 

65.5 

18.4 

258.9 

159.6 

235.9 1 63. I 250.0 112.1 

459.9 42.2 1 143.6 

112.8 1 113. I 70.31 220.31 130.8 

223.4 1 103. I 1 

|355.9 I 116.4 

66. I 1 88.2 1 84.6 

11.8 198.2 

45.5 116.7 

131. 3 I 68.3 

71.7 94.1 

19.8 

25主2.Lー 110.9
59.5 

26. 5 1 204.8 1 369. I 

| 31. 6 1 

21.01 35.51 25.2 

361. 4 

12. I 

17.7 



σ3 
4込

σ3 
u、

遺構番号
且!ラ格ベ子7町τー大~きーーさーー縦×慣}
フベノ

5-38 L9 20100603 
5-39 H7 20100603 
5-41 H6 20100603 
5-42 K6 201凹603
5-43 K6 20100603 
5-44 K6 20100607 
5-46 LB 20山 伺03
5-47 L7 201∞603 
5-48 D4 20山崎07
5-49 84 201帥 607
5-51 8<1 2010師 07

5-52 C4 20100607 
5-54 田 20山佃07
5-55 H9 20100623 

H9 20山岨08
5-59 L8 20100607 

L8.9 20100607 
5-61 KIO 2010曲 07
5-61灰茶色土 JIO 201帥 607
5-62 L6 20100607 
5-63 L6 20100607 
5-64 L6 20100607 
5-66 K7 201帥 607
5-67 K6 2010伺07
5-68 L7 201帥 607
5-69 L7 20100607 
5-70黒灰色土 Gl2 20100706 

G12 201佃 702

Gll 20100706 
5-72 LB 20100607 
5-73 GHll 201倒)608
5-74 L8 20100608 
5-75 E6.7 201007師
5-76 L9 20100608 
5-77 L10 20100608 
5-78 LI 0 201 00608 
5-79 KIO 20100608 
5-80 L3 201007師

K3 201伺 706
5-80東 L3 20100706 

K3 201曲 706
5-81 KlO 201帥 608
5-82 K9 201凹608
5-83 K8 20100624 

K8 201曲 608
5-84 FII 20100630 

IJ3 2010価 30

GHI2 2010伺 17

Fl1 20100702 

GH12 2010曲 08

EIO 201 ∞609 
5-86 田 20100608

凹 20同0609

D8 201朗 701

D7 20100701 

D7 201同608
;-87 H4 2010伺08
;-89 JII 20目白田

101 201仰 609
;-91 L6 20100609 
;-92 111 201伺609
;-93 15--7 2010田 21

遺構番号 院竺ご(!itx情)

5-94 J9 20100621 

5-96 J9 20100621 

5-98 J9 20山0621

5-99 J8 20山0621

5-102 J10 20100621 

5-103 K7 20100624 

5-104 I10 20100624 

5-106 16 20100624 

15 2010田 24

5-108 H12 20山 田21

F12 201帥621

HI2 201叩 702

GI2 20100630 

GI2 20100624 

5-109 07 201曲 701

D7 201曲 702

5-111 E5. 6 20100702 

間 201佃 702

出 201仰 701

E6 20100702 

5-112 HI2 20100702 

5-}13 111 20100702 

5-]16 K8 20100707 

5-118 F8 20100708 

茶黄色土 J12. K13 20100706 

暗来色土 20100708 

C6 20100526 

C5 20100520 

82 201凹520

83 201帥607

85 201凹526

灰茶色土 I10 20100716 

黄茶色土 111 20100630 

Kll 20100716 

灰惜色土 H5 20100706 

G5 20100701 

1-15 20100723 

G7 20100723 

灰同色砂 13 2010曲 23

茶色士 K8 20100506 

18 201回428

112 201叩 428

K6 20100511 

L6 201曲 602

L7 201凹607

J7 201凹506

JII 20100428 

J8 20100511 

L6 20100601 

K5 20100514 

J6 20100511 

J5 20100514 

L7 2010伺 01

上段 20山06凹

20100708 

Kll 20100430 

JI2 201曲 430

112 20100511 

J9 201曲 428

15 20100511 

J9 20100511 

K9 201曲 5師

KII 20100603 

A正格子 B縦長b斜修子縄問
a b a c 

46.8 

172.0 252.9 381. 5 
65.0 513.1 115. I 
20.5 369.6 65.9 
50.0 

306. I 47.7 

31. 7 

647.4 

113.7 191. I 
203.4 

703.9 169.8 13.9 

304.3 267.9 41.7 
191. 2 

31. 2 
146.5 

1218.2 244.3 

299.6 95.3 64.9 
614.5 

217.6 18.3 
184.3 103.8 

94.3 100.5 
136.0 

145.5 

149.0 

124.7 

33.0 

189.2 

375.0 196.2 

15.0 

A正格子 B艦長持格子
縄目

a b a b c 

58.6 

2曲 3

109.9 

26.8 

367.6 96.9 

72.1 

305.0 159.4 

105.3 201. 3 

485.2 485.1 45.8 119.0 

303.8 

93.0 1318.4 

52.7 103.1 

50.4 

180.6 162.9 65.2 224.8 

211. 2 

124.3 

384.8 

75.4 

236.4 

50.3 109.6 

891. 3 

407.3 

156.2 306.2 35.5 450.6 

27.1 

20.7 52.3 

161. 5 

15.1 57.7 

840.5 89.3 

7.5 29.9 

123.4 

I 単格子

C一慣一長了斜一絡-子1 
a c D 斜絡子+異Jo E アミダ状

F 凹費l格子向韓 格子

98.5 17.2 

19.6 

247.5 

198.5 221. <1 

266.2 454.7 

71.7 30.8 
47.7 203.9 

598.4 10.1 

36.6 46.7 233.4 88.3 
67.6 135.4 

29.2 

231.4 488.0 

20.6 

549.6 312.3 
128. I 

211.1 147.8 

36.3 

278.4 

58.4 144.8 

563.7 151. 9 294.8 
123.8 82.0 

26.4 

278.8 

728.0 321.4 309.6 
68.3 127.1 

319.7 44.2 658.2 
372.0 128.3 

759.9 273.6 

81. 5 25.3 37.3 
78.5 200.9 

75.3 44.2 
74.8 

290.7 355.5 61. 0 
43.0 148.9 

226.1 34.8 

上官扇子

C 横亙京福子

a b c 
D 斜格子+異方 E アミダ状

F 凹刻格子
向線 梅干

114.3 110.3 

74.4 59.0 

113.1 44.2 466.8 

82.1 196.8 

78.0 

326.5 

121. 9 446.2 

140.1 282.7 257.5 333.9 

255.8 121. 0 95.5 135.1 

131. 0 281.1 

198.4 

87.6 89.5 

70.6 26.8 

87.6 

1078.4 577. 5 

102.0 

1040.7 

211. 5 953.0 

50.3 132.3 

1299.2 212.9 

144.4 

522.8 585.9 1231. 7 

45.2 

157.0 

6.4 

65.1 466.0 

224.9 

90.9 

13.3 

62.1 337.9 

H 二 重佑 子

絡子分

A正格子 B縦畏斜格子 C 慣Jl斜絡子
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I 単佑子C H -E格子
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2407 686 I42  I 153.3 8044 
)10 2 01004244. 4  38U.1 )13201同4302:.~ I 108.21 80.8183  286 461 75 30  

)1320100428873 1217285 o 525 224.3 
11120100430572 479 2739 
K72010051 1 745 

L8.102010伺0404826.9396 1 01 32 79  1352.6 

K1Q2010043~79.5 1 85.7 28.52519 1387.5 
茶褐色士 H3 20100521 998 1771 1392 2778 

H9 2 0 1 0 0 6 0 3 2 2 6  185 342.8 

HI1 201006032503 3372124~ 1 1 1 ;:33 

G4 201 00521898  2183 1656 I 329 

F62010052~90 4591 1715 4241214o  
HI320100524200.5 962 2422 

2010070
617

1 193.2 i 1558 I22~ 1 1 490 I '~881 
G6 20100701 •. • I ". -I 1991 1 170.4 1 1993 941 1 7 37 9  
t112 20100603513  27732749 3308 

E6201005241787 2440 1235 69.91 ~ 
Hl2 2010070=--_+--_-=2"'7.-'-7+'_ _  4512 95.41 '233.9 

G7201007014~f l 18511771 1 I I 0，， 1 / I 691 9541 I ~~(~ G820100521 1402 783754  

中段 2010051l 797 185 1771 962 283 755.8 

G 4 2 0 1 0 0 7 0 1 5 6 4  40o 14 44 554 .2  

E9. 10 2 010069.2 2 o  6 1 6L7 
F5 20100526 140223193619  1438 10~ ;;; I I 1537.1 
15 201007016;41 80 10082907  

G6 201加5 2 4 118i 188u.. J34.4 655.6 

E9. 10 2010053139.5 I 04 1053 I 52.4/ 1~~:: 1 I ' l~73.2 
E7 20100528 1045597  318o 

Gll 20100608 71.3 706 7891156  592.5 

G520100602 1044 305.5 I09i  / 9751 I ~:54 H5 20100701 10o 

F920100531 1906 

F720100524 134~ 358.8 924.7 
F7 2 0 1 0 0 5 1 1 9 1 6  3190 72 13 67 4  4731 H6 2010 

H3 201005211403  853 308.0 I7~:; I 55. 8 / 1 I ~:~: i 
F5 201凹521502 516 3160779  9147 

G62010060179.2 1 4027 I 131. 5 330.2 

G5 2010岨02 654 1689 

H3 201005~ 7 9 . 0 7 2 3  1477 1720 338 3 708  F8 20100524600.0 

G7 20100524 32 81 . 2: ~ I 1 ;;; I 1 :i~ ~軒丸102.6
E82010052 I 20 1 I I 335 91 I 32! 1::: I I 1 1 I I ;;; 1 I :~49 G9 2 0100601201  1476 1885 

G920100702 161. 9 I 2684 
G7201007師 202.5 

FIO 20100531 61764:  I 1 I ~59.1 
G420100521 3718 65~ 39.1 
FI2 20100524 48341705 517 
G620100706 126 123 

E7 20100524 498 614 2121 
H8 201 0 0 6 0 3 8 1  253 930 

H9 2010岡 田 213.3 

G10201006;0 34.2/ 1 123~ I 115.01 I 72.9/ I 2lf~ 
H4 20100602 349115o  1728 

H5.6 20100603 1 69 8 / 20. 91 ~~: I 115.0 I I 72 91 1 ;28.0 

H1020100603 20 9 1 I I i09.6 

σ3 
σコ

I 単格子 H 重格子

縄目
A正絡子 B縦長斜格子 C 横長斜格チ 格子分額

斜融
無文 ・

その他
遺情番号 認さd(!itx憤) b b b 

D 斜格子+異方 E アミダ状 F 凹剖格子 A正格子 B艦長斜格子 C 横長制裕子 不明瞭 不明瞭a a c a C 
向輯 格子

表土 L8 20100706 287.6 81. 9 87.0 48.5 173.8 30.0 874.8 

20100726 203.9 260.6 71.4 187.1 1414.5 

L3 20100706 163.6 274.0 491. 1 725.4 117.3 21. 0 1996.9 

20100716 132.9 67.5 326.1 474. 9 249.9 168. 2 364.9 

中段 20100416 94.4 871.1 

20100526 550.9 tOI. 2 193.5 681. 7 

20100514 197.8 212.9 88.1 

L5 20100609 88.8 30.4 80.6 307.2 

中段 20100428 106.4 365.3 

20100601 21. 9 42.3 

中目 20凶0416 54.4 1296.1 1108.5 1734.8 軒平650.8

中段 20100409 290.9 424.7 2904.8 1171. 5 

20100428 115.1 65.1 239.9 217.7 43.3 771. 2 

20100702 390.5 275.9 

14 20100512 75.4 58.9 96.8 671. 8 

中段 20100416 395.6 1250.2 412.3 

上段 20100409 213.8 70.3 305.1 軒丸17.9

中段 20100409 1002.1 454.7 126.7 26.9 761. 8 

20100428 943.3 188.5 135.4 740.4 

L13 20100621 123.5 272.1 33.7 995.4 

中段 20100409 107.8 231.7 217. B 1042.9 

F8 20100526 87.3 242.8 644.2 

上陸 20凶0428 118.6 327.8 399.7 181. 4 473.8 

20100726 205.5 112.8 103.2 486.0 

中段 20100416 254.4 255.3 

20100428 82.3 270.0 125.7 

Aトレン干 16 20100716 36.8 

Bトv:.-f

Cトレンチ 17 20100716 193.9 11.1 

Dトレン干 G5 20100716 238. 3 257.1 202.3 283.3 

σ3 
--J 

合計

582233.4 

100.0000 

17308.7 2080.5 273116.4 

2. 9728 O. 3573 46.9084 

1692.4 

0.2907 

1617.2 

0.2778 

939.6 

0.1614 

3751. 3 

0.6443 

713.6 

0.1226 

1737.0 

0.2983 

66166.9 

11. 3643 

67681. 4 

11. 6245 

57671. 4 

9.9052 

408.1 

0.0701 

25138.0 

4.3175 

4992.9 

0.8575 

3233.6 

0.5554 

19473.0 

3.3445 

34511. 4 

5.9274 

計(，)

割合(叫)

格子叩縄目

ーーー ーー--千司・ーー 一ー-- ーー 弓

II-C 

II-A 
F 

E 
D 

1 -C-C 

¥まFr総売さ通
5〓ー ~-"，>苛;-.9 'C:>ぞ号
、ラユん吋:o~，j:?く〉母

校室長â5云会在~

警:繋まなよ
ミr;;s;毛足長ふと

I-C-b 

I-B-a 

I-A-b 

市
一
四

ωω

制
た
ω河
盟
剛
同
ロ
司
時
田
ヰ
醤
」
パ
-
量
一



2、第 43次調査

(1)調査に至る経過

第 43次調査地点は太宰府市大字内山 883番地の竃門神社境内地にあたり、平成 25年度に開催予定の

宝満山開山 1350年大祭に伴い記念事業が予定され、社務所改築を含む境内整備をすることとなり、平

成 20 (2008)年度より埋蔵文化財の事前協議を行った。工事概要は石垣の解体、土留め工事を伴う境

内の造成と、昭和 2(1927)年落成の木造平屋の社務所を鉄筋構造の建物への改築で、あった (Fig.34)。

建物部分の試掘調査はて平成 20(2008)年 12月 25日に社務所西側に I箇所、平成 23 (20 ll)年 II

月 1日に社務所下に 3箇所のトレンチを設けて行い、建設工事に伴う進入路の整備に伴って、平成 23

年 11月 1日にも斎館西と北側で 13箇所のトレンチを設けた試掘調査を実施し遺物を回収した。文化財

保護法第 93条に基づく建物の基礎工事の立会調査は、本殿北西の仮社務所建設時の平成 23年 7月 23

日と、新社務所の基礎打設に伴う掘削作業時の平成 23年 12月 19、20日に行い、壁面などから遺物を

採集している (Fig.36・37)。また、神社境内の測量、社務所 ・斎館の家屋調査や石像品の調査は平成

23年 4月に、文書関係の調査は平成 23年 5月 2日に行った。

(2)基本層位

今回の調査では社務所、仮社務所、斎館西 ・北側の 3箇所で、掘削による土層観察を行った (Fig.36)。

社務所地点では平成 23年 12月 19、20日の立会調査によって、現地表下 3mに至っても観察された樟茶

色士、黄茶色土等は近代以降の瓦を含む遺物を含み、社殿建設以前の地山には至っておらず、かなり深

い谷部を人為的に埋めた箇所であったことが判明した。平成 23年 7月 23日の現在の本殿北西の仮社務

所の立会調査では、東側の地表下 0.4mで燈褐色を呈す花闘岩風化土の地山が確認されている。本殿は

大正 15年に造成工事が行われ、江戸時代以来のものが建て替えられたものだが、その基礎工事時の写

真が社務所に保管されており、その状況から本殿は花闘岩風化土の地山を掘削して建ったことが理解さ

れる。このことから、現在の本殿基壇南側は急に深くなる谷地形であったと考えられる。近代以降に形

成された谷の埋没土には中世の土師器、中世後期以降の瓦が含まれており、土壌が周辺の土壌を削って

寄せられたのであれば当該時期の遺物包含層があった可能性がある。神社社殿がいつから現在の位置に

あったのかを考える上で示唆的である。

平成 23年 II月 1日の斎館西と北側での試掘調査では、ほとんどのトレンチで地表下 0.3'"'-'O. 5mほ

どで撞茶色の花岡岩風化土壌の地山が観察された。そのうち EとLトレンチでは茶褐色土から土器片や

古代の瓦片が見つかっており、この地点より高位置にある斎館側の法面でも土器片や磁器片が散見され

ることから、この山際に中世から近世にかけての遺物包含層があるものと考えられる。

(3) 出土遺物

試掘調査出土遺物 (Fig.37) 

ここで紹介するものは平成 23年 II月 1日の試掘調査によって得られた遺物である。

土師器

小皿 a(1) 酸化炎焼成で焼かれたもので、淡い燈色を呈す。復原口径 10.9cm、器高 0.9cm、底径

8. 2cmに復原される。底部は糸切り後に板状圧痕が残される。II世紀後半以降の所産である。

須恵、器

杯 c3 (2) 暗灰色を呈し硬質な胎土を持ち、口径 10.4cm程度、器高 2.5+αcm、底径 7.9cmに復元

される。高台がやや外に開く形状で、体部下に屈曲部位があり、 8世紀でも前半の大宰府土器編年第E

~皿期の様相を持つ。

68 -

J キF

Fig.34 竃門神社境内工事施工図

-69-



20011年7月27、28日立会

2 

一一一一一一一一一 240
cm 

1..砂士

2樋茶色土(盛土、土器嵩む)

E 

O 

-ー一一一ーー一一一一-90 

4~~プー
1..砂土

2極東色土

C卜レンチ

コフア
1真砂土

2植草色士(曜まじり)

3橿茶色土

B卜レンチ

2008年12月25日試掘

2011年11月1日試掘

A卜レンチ
W 
一一一一一一一一 0 

一一一一一一一一 100
2 

一一一一一一 170
C円1

1..砂土

2檀茶色土(盛土)

¥¥ 

e 

-
1
h
L
1
f
f
E
t
 

C卜レンチ 1 0 道

~グレー 1陪褐色土

ι-::::::::-ー~30 植茶色粘土(地山)
〆言。 cm

cm 

F卜レンチ 1 0 

--ヂ----，-----暗褐色土(ゴミ入)

/イてずL一一 γ30 2褐色土
/ ムニ-τ 50 3恒茶色粘土(地山)

一一一 円1

U4;器21ト U222士山

日
M子格瓦伊

土

土

質

土

色

粘

砂

褐

色

耳

慣

華

莱

1
2
3
4
 

内
/
h

J
 

~---O 黄白色土(置砂士)
1 /  2 贋砂土

一一一一一一一一一ーτ-90 3軍褐色土や県草色土

4 ¥ 3 cm 4揖茶色士

一ー一一一一一ー ¥ (巨石まじり、土器うか量富む)

5 5黄色土(棟入)

炭、煉し瓦入

第 43次調査試掘調査・立会調査土層略測図

71 

〆1
5

2

チ

/
一
，

レ

/
¥
.

[土階段

Fig.36 

ハU
ウ

t

む構

J卜レンチ

〆----¥t

人/J

fdvlzE(現

)
 

入片

)

器

山
土

地

(

(

 

土

土

色

色
褐

軍

葺

樟

岩

1
2
3
 

♂

内

ζ

j
 

r

d
q
d
 

チ

て
rー

ン

f
L

レ

ノ

k
l

F
 

F』

戸

l卜レンチ

)
 

山地(
 

土

土
色

色

褐

茶
賠

償

t
l
n〆』

道

一一

O
m

o
p--
L
5
c
 

チ

一
/

、ノ

/1
J
2

レ

一
一

k
ド

ィ
、
一

U
H

，
 

L卜レンチ

0 
30 
40 3 
75一一一一一一ー一一一
cm 4 

B 

o
m
 

ハU
A

U
『

F

苗 1軍褐色土(土器片入)

2檀茶色土(地山)

3岩

2011年12月19、20目立会

1車砂土

2革褐色土(股入)

3莱褐色土{離入)

G卜レンチ 道

て戸F

〆と千二90

C 

1貰白色土(真砂土)

2極東色土(巨石まじり、土器入)

2011年3同11日試掘

A卜レンチ 1 

O 

30 
cm 1陪褐色土

2檀革色粘土(地山)

3岩(花岡岩)

K卜レンチ

0 

60 

斗々寸会

2 

3 

D卜レンチ

110 
C門、

J青

人¥

竃門神社境内東側測量図 (1/500)Fig.35 



10cm 

Fig.37 第 43次調査出土遺物実測図 (1/3、五は 1/4)

立会調査出土遺物 (Fig.37) 

ここで紹介するものは平成 23年 12月 19、20日の立会調査によって得られた遺物である。

土師器

小皿 a (3) 淡灰褐色を呈す軟質な胎士を持ち、底部は糸切りで切り離される。 口径 8.0cm、器高

1. 2cm、底径 5.8cmに復元される。XIX期の 14世紀前半頃の所産か。

杯 a (4) 淡樫褐色を呈す軟質な胎士を持ち、やや厚みのある底部を持つ。底部は糸切りで切り離さ

れる。器高1.4cmを測る。

丸均二 a (5)淡樟褐色を呈す軟質な胎土を持ち、底部付近にへラ切りの痕跡が見られる。器高 3.4cm

を測る。11世紀中頃の所産か。

須恵質土器

墾 (6) 還元焼成で、硬質な胎士を持つ。外面のタタキ目と内面の当て具ともに疑似格子目の刻みを持

ち、外面は摺り消された状況を呈す。内面には横位の沈線が数条入る。搬入品で産地は不明である。

瓦類

丸瓦 (7) 酸化焼成で軟質。芯のみ還元化している。内面に布当ての痕跡があり、端部はへラ切りか。

淡櫨色を呈す。形状から中世後期から近世の所産と考えられる。

平瓦 (8) 還元焼成気味で表面の大半は淡灰褐色を、表面の一部は嬬しにより黒灰色を呈す。内面の

縦方向に段状の筋が並行してみられる。作業台の木の合わせ目のずれによるものか。中世後期から近世

の所産と考えられる。

道具瓦 (9) 残存している部位にやや擁形に開く 3条の隆起線が残される。鬼瓦の眉間のしわの部分

か。焼成は軟質で白灰色を呈す。中世後期から近世の所産と考えられる。

(4)調査まとめ

①調査の所見

今回の調査は工事に合わせた確認作業が主となったため、埋蔵文化財としての所見は十分得られなか

った。少なくとも社務所の建つ位置は花闘岩の傾斜面に中世までの遺物を包含する層があり、その上に

多量の近世以降の土壌が載せられて整地され、その前面に石垣が築かれていたと言える。立会調査も

試掘調査

¥ヒ二一」.12宍二二二二二コ二ご工二二ミグ 1

立会調査(黄茶色土)
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含めて出土した遺物は奈良時代から近世に及ぶもので、これまで下宮地区で、行ってきた第 24、27、36、

37次調査などの出土遺物の時代幅にほぼ一致している。奈良時代では前半の時期から人の活動が認め

られ、広大な山中での祭間行為の基点としての機能が、この下宮地区にあった可能性がある。現在この

寵門神社本殿のある場所に、いつの時代より下宮の社殿が建設されていたのか、文献では確実な資料を

見つけ果せてはいなし、。その意味で、立会調査で鬼瓦を含む中世後期から近世に位置付けられる瓦類が

発見されたことは貴重であった。

②境内の変遷

今回の調査においては具体的な社殿の建造時期や規模について知ることが出来なかった。近代に至る

まで宝満宮や竃門宮と表記された神社は上宮が本殿であり、山裾の下宮は山頂を準拝する拝殿的な機能

であったと思われる。江戸前期に編まれた『竃門山旧記』には「上宮に対して下宮と号す。大塔、金

堂、鐘楼、大講堂、僧房、食堂、文庫、経蔵、神社伽藍所々其跡猶存せり 。大塔輪堂の跡は心柱の礎に

可知。傍に礼拝石と云有り 。山上の宮拝する所也」と記載され、伝聞では一大伽藍が展開していた土地

だと説明されている。境内にある下宮礎石がその代表的な遺跡となっているといえようか。江戸後期に

編纂された『筑前国続風土記附録』には宝満山の絵図が採用されており、江戸後期の下宮地区の概要を

知ることができる (Fig.40)。それによれば、参道は現在も境内の式部稲荷社近くにある金剛兵衛の板

碑(図中では「紹翁石塔Jとあり)辺りが境内の入り口であり 、鳥居を潜ると数段の階段が設けられて

おり、坂道のすがらの左手に大師堂と祇園社が順に並び、反対の右手には留守坊としての園光院が描か

れる。さらにその奥の最高所に入母屋造りの下宮社殿が描かれている。ここで描かれている社殿は幕末

に焼失し、安政元(1854)年に黒田藩によって再建されている。再建された社殿は大正 15年まで保持

され、絵葉書などにより写真でその姿を見ることが出来る(写真1)。

境内地の近代以降の変遷について、今回の社務所移転に伴う文書調査によって大正 14年以前、昭和

2年 4月、昭和 16年、昭和 18年の境内図が発見された。これによれば、大正 14年までは江戸時代以

来の境内の地形を保ち、参道は現在より狭く直線で、現在の式部稲荷社の位置を抜けて境内西側の消防

小屋方向に延びていた。下宮礎石建物とは参道を挟んで反対の位置にあたる金剛兵衛の板碑のある辺り

には民家が数軒建ち並んでいた。下宮本殿と社務所が建て替えられた昭和 2年までには民家周辺は解消

され、斎館も位置が変更されている。現在の式部稲荷社の位置に石垣が整備され、ここが下宮正面の観

を呈すようになった。昭和 16年には下宮礎石建物のある位置の一部を含む現在の境内西側の土地が編

入された。そして昭和 18年に斎館が現在の位置に建て替えられ、なによりも幅の広い現在の参道が新

規に掘削整備され、駐車場東にある階段と石鳥居を正面とする、現在の境内地の形状に至っているよう

である。

I I 

、こコ: 。 10cm 

0竃門神社旧下宮境内の近世以降の変遷

慶長 2(1597)年 小早川隆景による諸堂の復興。下宮も再建か。

安永 9(1780)年参道石鳥居建立。

安政元 (1854)年 黒田藩による焼失した社殿の再建。

明治初期頃 仏教系堂社(園光院、祇園社、大師堂)の廃止 ・破脚。

明治 27 (1894)年村社から官弊小社へ昇格。

明治 45(1912)年 この頃までに石階段の造作など参道の整備あり 。

大正 14(1925)年~昭和 2(1927)年 社殿と社務所の全面改築。社殿は切り士造成して規模が拡張

される。
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③境内地内のその他の文化財

石垣 (Fig.38) 

今回の調査で、は社務所西側斜面上段の石垣を実測した。高さは 3mを測る。下から1.6mまでのベース

は幅0.4""-'O. 6mの花商岩を平置きしたものに、左方向に寝せる斜め目地となる石組みをしたものであり、

標高 175mから上はランダムに花岡岩を積んで目地をモルタルで、塗ったごく新しいと思われる石組みを

積み足したものである。その上に「昭和 63年 1月造」とある花開岩切石による柵が載っている、境内

の変遷過程から、下段は江戸時代、上段は昭和のものと考えられる。

石鳥居 (Fig.38) 

参道中間に建つ三の鳥居で、右柱に「安永九年庚子年一月吉旦加藤一敦口建之」、左柱に「下新市口

富昌平」 4m 。扇額は

束と額が一体の造りで、「竃門山 宝満宮 下宮」の文字が陰刻されている。中抜きは中央と両脇が別

造りの差し込み式である。柱は継ぎ手のない一本作りで、礎石は用いず原石を残して先を太くしたもの

と陰刻されている。笠木は島木先に多生反り増しが見られ、分割は中央位置であり、

石鳥居 (三の鳥居)

日

板碑 (紹翁石信)

と考えられる。参道外の地表面から笠木先までの高さは 4.7m、笠木の幅 5.8m、柱は内側に l度 12分転

ぶ傾斜を持つ。笠木の接合や継ぎのなし、 1本柱、柱の転びから江戸後期の筑前地方での八幡型鳥居の典

型的な形状を持っている。

石灯寵 (Fig.38) 

参道階段脇に型式の異なる 2基の石灯龍がある。北側のものは竿に「奉献 永代常夜燈J['文化十一

年甲戊三月吉日」とある。宝珠の受けは輪花状の飾りがあるもので、笠は横に広い形状を呈す。総高

2.49m、台座の幅 O.88m、火袋のI隔O.36m、笠の幅 O.8mを測る。南側のものは竿に「献燈J['明治三十五

年八月吉日」とあり、総高 2.7m、台座の11届O.98m、火袋の幅 O.33m、笠の幅 O.65mを測る。

板碑 (Fig.38) 

『筑前国続風土記附録』に「紹翁石塔Jと紹介され、地元では式部稲荷社近くにある刀鍛冶の「金剛兵衛」

(宝満山の刀鍛冶師)の石塔として知られる板碑である。花岡岩製で、方形の台石にはめ込まれた状態で、

建っている。頭が三角形で、上部に 2条の帯を表現した段を有する。碑は上位で、斜めに折れたものがコン 2m 。1m O 

クリートモルタルで、接合された形となっているが、不動明王(カーン)の党字種子の下に蓮華座が線刻

台座は高さ O.28m以上、幅 O.7m、碑の高さは 1.62m、頭の幅 O.34m、下の幅 O.38mを測る。 石灯簡
されている。
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現状では銘文は確認できない。太宰府地域では希少な碑伝形を呈す中世後期(鎌倉時代後期~室町時代)

石塔 (Fig.38) 

境内地の斎館西に五輪塔の空風輪が l点残されている。凝灰岩製とみられる素材で、高さ 19cm、幅

15.6cmを測るやや高さに対して幅のある形状を呈している。中世後期の所産と見られる。中世から下

このような石像品の残存が、この場所が中世以来の霊地としての信仰の場

の板碑である。

γプ--"i，三 .:1
宮の存在が確実視されるが、

であったことを示しているのかも知れない。

-. Î~l 建造物 (Fig.39) 

今回建て替えの対象となった建物は社務所、その後に建った社務所南側の参龍室、その南側の潔斎室、

そこから渡り廊下で下った西にある斎館である。社務所は台湾からのヒノキ材で大正 15年に建てられ

たもので、斎館は昭和 18年に建ったものである。

1m 

南側分

。
北側分

竃門神社境内石造物実測図
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社務所

参 箆 室

潔斎室

司

斎館
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Fig.39 第 43次調査 竃門神社境内建造物略測図
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Fig.40 W筑前国続風土記附録』の宝満下宮の境内図(トレース図)
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写真 1 大正 15年改築以前の竃門神社本殿
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斎館北側表土

|須恵 器供膳具

磁皿 ;IX (1) 

立会調査(黄茶色士)

土 師 器|坪a(へラ)杯a?(イト) 小皿a(イ ト)
須 恵 質土 器!聾

瓦 類 | 平瓦(瓦質、無文、中世~)丸瓦(土師質、無文)道具瓦(瓦質、中世~)

試掘調査

須恵

土師

器 部c3

器 杯a'? 小lIIla(イト)小lIIla(ヘラ)

表 5 第 43次調査 出土遺物一覧表

写真図版

写真図版には遺構の主な写真を掲載している。その他の遺構写

真および遺物写真は、付録の CDにカラー情報で収録している。

。。
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Pla.l 

第 42次調査地全景と宝満山 (西から)

第 42次調査第 1面全景 (上が北)



Pla. 2 
Pla. 3 

第 42次調査第 2面全景 (上が北) 42SX045石段全景 (南から)

42SB001建物全景 (上が北) 42SX040基壇東辺全景 (東から)



Pla.4 Pla. 5 

42SX040基壇南辺と SX065(手前 )検出状況 (南から) 42SX040基壇西辺石列と SX002整地状況 (南から)

42SX040西辺検出状況 (西から) 42SX090検出状況 (南から)



Pla. 6 Pla. 7 

42SB001礎石 a状況 (南から) 42SB001礎石 d状況 (南から)

42SB001礎石 j状況 (東から) 42SB001礎石 j状況 (東から)
42SX030検出状況 (北から)

上段法面の礎石?転落状況 (東から) 42SB001c礎石抜き取り痕状況 (南から)

42SB001e礎石抜き取り痕状況 (南から) 42SB001f礎石抜き取り痕状況 (南から)

42SX030転落石除去状況はじから)



Pla.8 Pla. 9 

42SX030転落石除去状況 (上が東) 42SX020検出状況 (南から )

42SX030石敷状況 (東から) 42SX050検出状況 (南西から )
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Pla. 12 Pla. 13 

試掘調査全景 (2011年 3月 11日、南西から) 竃門神社拝殿と本殿 (南西から)

立会調査 (2011年 12月 20日、南から C壁面を望む ) 竃門神社社務所遠景 (北東から)



Pla. 14 Pla. 15 

竃門神社本殿正面石垣 (北から) 竃門神社境内中段北側石灯寵 (南西から)

竃門神社境内中段の鳥居 (南西から) 竃門神社境内中段南側石灯寵 (北西から)



Pla. 16 ? Pla. 17 

17-33 18-8 18-22 

42SX018出土鬼五 (Fi g. 14) 42SX030茶灰色土出土土師器 (Fi g. 17) 42SX030灰色粘土出土土師器 (Fi g. 18) 

42SX030灰色粘土出土五製品 (Fi g. 19-91) 

20-105 

20-110 

竃門神社境内の板碑(南から)
42SX030灰色粘土出土軒丸五 (Fig.20) 42SX030灰色粘土出土軒平五 (Fig.20)

27-40 

42SX035出土土製品 (Fi g. 24-27) 42SX037出土遺物 (Fig.27)

42SX033茶灰色土出土 第 43次立会調査出土鬼五 (Fi g. 36-7) 
五質土器花立 (Fig.28-71)

竃門神社境内の五輪塔空風輪
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条坊 ふりがな コード 座標

[鏡山推定案l

条坊外
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太宰府市
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太宰府市

大字内山 402214 210187 58350.0 

時代 主要遺構

中世、近世 礎石建物、基檀 瓦、士師禄

石垣

中世、近世 整地 鬼瓦、士器

太宰府市の文化財 第 117集

宝満山遺跡群 7
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編 集 太宰府市教育委員会
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主要遺物

福岡市東区多の津一丁目 14番 l号

FRCビlレ

調査期間 調査面積 調査原因

開始 終了 町1

20100420 20100731 877 造成

20081225 20111220 939.39 社務所建設

特記事項

建造物や文主の調査も行う。
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